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一
、
は
じ
め
に

夏
目
漱
石
の
小
説
は
「
反
自
然
主
義
」
と
批
判
さ
れ
て
い
た
が
、
漱
石

は
元
々
作
品
が
先
に
あ
り
、
主
義
と
い
う
の
は
、
そ
の
作
品
を
ひ
と
つ
か

み
に
し
て
顕
著
に
み
え
る
特
性
だ
け
を
取
っ
た
も
の
だ
と
言
い
、
そ
の
批

判
に
は
動
じ
な
か
っ
た
。
「
創
作
家
の
態
度
」（
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
一
九
〇
八
・

二
）
の
中
で
、

一
つ
の
作
物
の
う
ち
に
は
同
時
に
色
々
な
主
義
を
含
ん
で
居
る
場
合

が
多
い
、
少
な
く
と
も
含
ん
で
居
る
場
合
が
あ
り
得
る
の
で
す
か
ら
、

（
略
）
一
主
義
に
律
し
去
る
習
慣
を
改
め
て
、
歴
史
的
に
は
矛
盾
す

る
如
く
に
見
做
さ
れ
て
居
る
主
義
で
も
構
は
な
い
か
ら
、
之
を
併
立

せ
し
め
て
、
苟
し
く
も
そ
の
作
物
の
あ
る
部
分
を
説
明
す
る
に
足
る

以
上
は
之
を
列
挙
し
て
憚
ら
ん
樣
に
し
な
け
れ
ば
、
矢
張
り
前
段
同

様
の
不
都
合
に
陥
る
訳
で
あ
り
ま
す
（
「
創
作
家
の
態
度
」
一
一
二
頁
）

『
こ
こ
ろ
』
に
お
け
る
決
定
論
と

自
由
意
志
論

―
イ
ッ
ポ
リ
ッ
ト
・
テ
ー
ヌ
と
ポ
ー
ル
・
ブ
ー
ル
ジ
ェ
と

の
関
連
で

―

毛

利

郁

子

M
O

U
R

I
I
k

u
k

o

と
い
う
よ
う
に
、
作
品
を
つ
く
る
た
め
に
一
つ
の
主
義
で
は
な
く
、
対
立

す
る
と
言
わ
れ
る
主
義
ま
で
も
用
い
て
よ
い
と
述
べ
て
い
る
。
思
想
的
に

も
「
イ
ズ
ム
の
功
過
」（
「
東
京
朝
日
新
聞
」
一
九
一
〇
・
七
）
に
お
い
て
、
一

つ
の
主
義
に
固
執
す
る
こ
と
の
危
険
性
を
主
張
し
て
い
る
。
ま
し
て
人
間

は
一
つ
の
主
義
で
描
き
得
る
も
の
で
は
な
く
、
も
っ
と
複
雑
な
も
の
で
あ

る
と
考
え
て
い
た
。
実
際
、「
こ
こ
ろ
」（
「
東
京
・
大
阪
朝
日
新
聞
」
一
九
一
四
・

四
～
八
）
に
お
い
て
も
、
い
く
つ
か
の
主
義
、
方
法
や
理
論
、
表
現
技
法

の
粋
が
用
い
ら
れ
、
複
雑
に
絡
み
合
い
、
現
代
の
高
等
教
育
に
お
い
て
も

採
用
す
る
に
値
す
る
作
品
が
作
り
だ
さ
れ
て
い
る
。

本
論
で
は
、
「
こ
こ
ろ
」
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
自
然
主
義
の
理
論
的

支
柱
で
あ
っ
た
イ
ッ
ポ
リ
ッ
ト
・
テ
ー
ヌ

(H
ippolyte

T
aine,

1828-1892 )

の

決
定
論
の
方
法
と
と
も
に
、
そ
れ
を
批
判
し
た
ポ
ー
ル
・
ブ
ー
ル
ジ
ェ

(Paul
B
ourget,

1865-1935

）
の
自
由
意
志
論
の
両
方
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
れ
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
は
「
覚
悟
」
、
「
恋

愛
」
、
「
先
生
の
死
」
の
場
面
で
、
こ
の
二
つ
の
相
反
す
る
と
も
い
え
る
主

義
が
重
な
り
合
い
、
人
間
の
こ
こ
ろ
の
複
雑
さ
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
自
然
主
義
の
理
論
、
テ
ー
ヌ
の
方
法
は
決
定
論
で
あ
り
、
そ

の
弟
子
で
あ
っ
た
ブ
ー
ル
ジ
ェ
は
、
師
テ
ー
ヌ
に
対
し
て
反
す
る
理
論
、

自
由
意
志
論
を
、
一
八
九
八
年
『
弟
子
』

の
刊
行
に
よ
っ
て
提
示
す
る
。

(1)

こ
の
こ
と
は
フ
ラ
ン
ス
の
文
学
史
的
事
件
で
あ
り
、
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ

ン
ス
（A

natole
F
rance,

1844-1924

）
と
ブ
リ
ュ
ン
テ
ィ
エ
ー
ル
（F

erdinand
B
run-

etire,
1849-1906

）
の
論
争
を
引
き
起
こ
し
た

。
そ
れ
を
契
機
と
し
、
一
九

(2)

世
紀
中
葉
を
席
巻
し
た
自
然
主
義
文
学
は
終
焉
を
迎
え
た
。

ま
た
こ
の
決
定
論
と
自
由
意
志
論
は
、
漱
石
の
「
文
学
論
」
、
「
文
学
の
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哲
学
的
基
礎
」
と
「
創
作
家
の
態
度
」
と
い
う
文
学
理
論
を
め
ぐ
る
島
田

厚
と
加
茂
章
の
論
議
に
も
関
わ
っ
て
い
る
。
島
田
は
「
漱
石
の
思
想]

で
、

(3)

「
文
学
論
」
は
ス
ペ
ン
サ
ー
な
ど
進
化
論
心
理
学
派
の
決
定
論
の
理
論
で

あ
り
、
自
由
意
志
に
関
す
る
記
述
は
な
か
っ
た
が
、
後
の
二
つ
文
学
理
論

は
ジ
ェ
ー
ム
ス
心
理
学
の
自
由
意
志
論
的
文
学
理
論
に
変
化
し
た
と
す

る
。
一
方
、
加
茂

は
「
文
学
の
哲
学
」
、
「
創
作
家
の
態
度
」
同
様
「
文

(4)

学
論
」
に
も
自
由
意
志
論
が
あ
り
、
漱
石
の
理
論
は
一
貫
し
て
い
る
と
主

張
す
る
。
決
定
論
と
自
由
意
志
論
の
問
題
が
「
文
学
論
」
、
「
文
学
の
哲
学

的
基
礎
」
や
「
創
作
家
の
態
度
」
と
い
う
三
つ
の
文
学
理
論
で
も
言
及
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
漱
石
が
作
家
活
動
の
前
半

か
ら
後
半
に
至
る
ま
で
意
識
し
て
い
た
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
そ
れ

ら
の
方
法
を
用
い
「
こ
こ
ろ
」
を
分
析
す
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
か
ろ
う

か
。
文
学
理
論
で
意
識
し
続
け
た
問
題
は
、
文
学
を
創
作
す
る
と
き
に
も

用
い
た
方
法
で
あ
る
と
考
え
て
も
適
切
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
ず
、
テ
ー
ヌ
と
ブ
ー
ル
ジ
ェ
の
決
定
論
と
自
由
意
志
論
が
ど
の
よ
う

な
も
の
か
を
明
ら
か
に
し
、
「
こ
こ
ろ
」
の
「
覚
悟
」
、
「
恋
愛
」
、
「
先
生

の
死
」
の
場
面
で
そ
れ
が
い
か
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か
考
察
す
る
。

二
、
テ
ー
ヌ
の
方
法
と
ブ
ー
ル
ジ
ェ
の
方
法

フ
ラ
ン
ス
文
学
の
中
で
、
一
九
世
紀
、
ロ
マ
ン
主
義
の
理
想
が
破
れ
た

後
、
社
会
的
な
現
実
を
も
描
こ
う
と
レ
ア
リ
ズ
ム
文
学
が
生
じ
て
き
た
。

当
時
の
諸
科
学
の
発
展
に
よ
っ
て
、
よ
り
科
学
的
に
、
よ
り
客
観
的
に
描

こ
う
と
い
う
動
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
の
十
九
世
紀
後
半
ま
で
フ

ラ
ン
ス
文
学
の
主
流
を
占
め
て
い
た
。
漱
石
が
読
ん
だ
フ
ラ
ン
ス
文
学
史

の
著
作M

odern
F
rench

L
iterature

の
中
で
も
「
自
然
主
義
の
興
隆
」

(5)

と
し
て
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
サ
ン
ド
（G

eorge
S
and,

1804-1876 )

、
ス
タ
ン
ダ

ー
ル
（Standhal,

1783-1842 )

、
バ
ル
ザ
ッ
ク

(H
onoreé

de
B
alzac,

1799-1850
)

、

フ
ロ
ー
ベ
ル

(G
ustave

F
laubert,

1821-1880 )

、
ゴ
ン
ク
ー
ル
兄
弟
（G

oncourt,

1822-1896,
1830-1870 )

、
そ
し
て
ゾ
ラ
（É

m
ile

F
rançois

Z
ola,

1840-1902

）

へ
と
大
き
な
潮
流
を
占
め
て
い
る
。
漱
石
自
身
も
彼
ら
の
名
に
印
を
つ
け

注
目
し
て
い
る
。
そ
の
写
実
主
義
、
自
然
主
義
の
理
論
的
指
導
者
と
さ
れ

る
の
が
、
イ
ッ
ポ
リ
ッ
ト
・
テ
ー
ヌ
で
あ
る
。

テ
ー
ヌ
の
影
響
は
日
本
へ
も
及
び
、
坪
内
逍
遙
、
島
崎
藤
村
、
山
路
愛

山
な
ど
に
親
し
ま
れ
た
。
テ
ー
ヌ
の
『
英
国
文
学
史
』

は
、
英
文
学
専

(6)

門
家
に
と
っ
て
、
最
初
の
入
門
書
で
あ
っ
た
。
一
八
八
七
年
、
帝
国
大
学

文
科
大
学
（
現
・
東
京
大
学
文
学
部
）
唯
一
の
第
一
期
生
、
立
花
繁
樹
は
御

雇
い
外
国
人
教
師
デ
ィ
ク
ソ
ン
（Jam

es
M
ain

D
ixon,

1856-1933

）
の
も
と
で

『
英
国
文
学
史
』
を
学
ん
だ
と
証
言
し
て
い
る

。
彼
が
三
年
に
な
っ
た

(7)

と
き
、
漱
石
が
入
学
す
る
。
当
然
漱
石
も
『
英
国
文
学
史
』
を
読
ん
で
い

た
。
漱
石
旧
蔵
書
に
は
二
冊
の
『
英
国
文
学
史
』
が
あ
る
。
表
紙
は
と
れ
、

十
頁
く
ら
い
か
ら
し
か
な
く
、
発
行
年
月
日
は
解
ら
な
い
が
、
書
き
込
み

が
あ
り
、
線
引
き
の
あ
る
も
の
が
学
生
時
代
か
ら
の
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

も
う
一
冊
は
一
九
〇
六
年
発
行
の
も
の
で
あ
る
。
『
英
国
文
学
史
』
は
フ

ラ
ン
ス
で
一
八
六
四
年
に
発
刊
さ
れ
た
後
、
ヴ
ァ
ン
・
ロ
ー
ン
（H

enri
van

L
aun,

1820-1896

）
に
よ
っ
て
一
八
七
二
年
英
訳
さ
れ
、
一
九
〇
六
年
再
版

さ
れ
て
い
る
。
漱
石
は
初
版
も
再
版
も
持
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
同
じ

本
が
二
冊
あ
る
こ
と
自
体
そ
の
重
要
性
を
示
し
て
い
る
。
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し
か
し
邦
訳
に
関
し
て
は
完
全
で
は
な
い
。
英
訳
本
で
五
巻
（B

ook
Ⅰ

～B
ook

Ⅴ

）
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ちB

ook
Ⅰ

か
らB

ook
Ⅱ

ま
で
が
一
九

四
九
年
、
平
岡
昇
訳
に
よ
り
創
元
社
か
ら
三
冊
本
で
発
刊
さ
れ
、
そ
の
後
、

B
ook

Ⅲ

「
古
典
主
義
時
代
」

が
一
九
九
八
年
、
手
塚
リ
リ
子
・
手
塚
喬

(8)

介
訳
に
よ
っ
て
白
水
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
英
書
の

B
ook

Ⅳ
“M

odern
L
ife”

とB
ook

Ⅴ
“M

odern
A
uthors”

に
つ
い
て
は
未
だ

に
邦
訳
さ
れ
て
い
な
い
。
バ
イ
ロ
ン
（G

eorge
B
yron,

1788-1824

）
や
デ
ィ

ケ
ン
ズ
（C

harles
D
ickens,

1812-1870

）
、
カ
ー
ラ
イ
ル
（T

hom
as

C
arlyle,

1795-

1881

）
、
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル

(John
Stuart

M
ill ,

18
06

-1
873

)

、
テ
ニ
ソ
ン

（A
lfred

T
ennyson,

1809-1872

）
な
ど
近
代
の
作
家
た
ち
で
あ
り
、
重
要
な

部
分
で
あ
る
。
英
文
で
読
ん
だ
人
た
ち
及
び
漱
石
は
十
分
理
解
し
て
い
た

だ
ろ
う
が
、
日
本
で
は
最
後
の
人
物
ま
で
周
知
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
だ

ろ
う
。

た
だ
『
英
国
文
学
史
』
の
「
緒
言
」
は
人
口
に
膾
炙
さ
れ
て
い
る
と
平

岡
昇
は
述
べ
て
い
る

。「
人
種
、
環
境
、
時
代
」
の
三
原
則
を
た
て
、「
相

(9)

互
依
存
の
法
則
」
、「
事
象
群
形
成
の
法
則
」
を
定
立
す
る
。
こ
の
「
緒
言
」

の
わ
か
り
に
く
さ
を
補
う
テ
ー
ヌ
の
論
文
が
あ
る
。
そ
れ
は
一
八
六
六
年

「
精
神
的
事
象
に
お
け
る
依
存
関
係
と
諸
条
件
と
に
つ
い
て
」

で
あ
る
。

(10)

こ
の
論
文
は
日
本
で
は
一
九
五
三
年
に
瀬
沼
茂
樹
に
よ
り
邦
訳
さ
れ
て
い

る
が
、
漱
石
は
留
学
中
に
目
に
し
た
。
お
そ
ら
く
漱
石
が
日
本
人
と
し
て

初
め
て
読
ん
だ
だ
ろ
う
。
英
国
留
学
中
の
英
書
購
入
記
録
一
七
八
番N

ote

on
E
ngland

の
序
文
で
英
訳
者W

.
F
.
R
ae

が
そ
の
テ
ー
ヌ
の
論
文
を
引

(11)

用
し
て
い
る
。
精
神
的
事
象
は
「
依
存
関
係
」
と
「
諸
条
件
」
を
も
つ
が
、

そ
の
関
係
は
事
物
か
ら
学
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

当
時
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
オ
ー
エ
ン
（R

ichard
O
w
en,

1804-1892

）
な
ど
の

博
物
学
者
（N
aturalist

）
た
ち
の
驚
異
的
な
発
見
が
あ
っ
た
。「N

aturalist

」

と
は
自
然
主
義
者
と
も
邦
訳
で
き
る
が
、
博
物
学
者
と
い
う
意
味
を
持
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
キ
ュ
ビ
ィ
エ
（G

eorges
C
uvier,

1769-1832

）
、
ジ
ョ
フ

ロ
ア
・
サ
ン
・
テ
ィ
レ
ル
（G

eoffroy
Saint-H

ilaire,
1772-1884

）
、
そ
し
て
ダ

ー
ウ
ィ
ン
（C

.R
.D

arw
in,

1809-1882

）
で
あ
る
。
テ
ー
ヌ
は
彼
ら
の
発
見
か

ら
、
そ
の
方
法
を
学
び
、
文
学
に
も
生
か
す
べ
き
だ
と
考
え
た

。
科
学

(12)

の
方
法
を
文
学
に
持
ち
込
む
と
い
う
そ
の
提
案
は
フ
ラ
ン
ス
の
若
い
作
家

た
ち
を
惹
き
つ
け
た
と
ゾ
ラ
は
述
べ
て
い
る

。
(13)

フ
ラ
ン
ス
自
然
主
義
作
家
の
多
く
が
当
時
の
科
学
の
方
法
を
取
り
入
れ

て
お
り
、
河
内
清
は
『
ゾ
ラ
と
日
本
自
然
主
義
文
学
』

の
中
で
、
バ
ル

(14)

ザ
ッ
ク
が
生
物
学
、
生
理
学
を
取
り
入
れ
、
博
物
学
が
動
物
の
あ
ら
ゆ
る

種
を
研
究
す
る
よ
う
に
人
間
を
描
こ
う
と
し
て
「
人
間
喜
劇
」
を
創
作
し

た
と
し
、
さ
ら
に
フ
ロ
ー
ベ
ル
の
『
ボ
バ
リ
ー
夫
人
』
に
は
生
理
学
的
、

解
剖
学
的
な
人
間
描
写
が
あ
る
と
評
さ
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ゾ
ラ
が
ク

ロ
ー
ド
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
（C

laude
B
ernard,

1813-1878

）
の
実
験
医
学
を
学
び

『
テ
レ
ー
ズ
・
ラ
カ
ン
』
を
書
い
た
の
は
有
名
で
あ
る
。

し
か
し
、
ゾ
ラ
と
テ
ー
ヌ
に
は
違
い
が
あ
っ
た
。
テ
ー
ヌ
は
ド
イ
ツ
観

念
論
と
英
国
の
実
証
主
義
と
を
結
び
付
け
よ
う
と
し
た
。
ヘ
ー
ゲ
ル

（G
eorg

W
ilhelm

H
egel,

1770-1831

）
の
ド
イ
ツ
哲
学
と
イ
ギ
リ
ス
経
験
論

か
ら
生
じ
た
実
証
主
義
を
融
合
さ
せ
る
と
い
う
壮
大
な
構
想
を
立
て
た
。

ブ
ー
ル
ジ
ェ
は
テ
ー
ヌ
を
ヘ
ー
ゲ
ル
主
義
で
あ
る
と
と
も
に
、
イ
ギ
リ
ス

の
実
証
主
義
の
影
響
も
受
け
た
と
『
現
代
心
理
論
集
』
の
中
で
述
べ
て
い

る

。
日
本
で
も
太
宰
施
門
は
、
テ
ー
ヌ
が
『
英
国
文
学
史
』B

ook
Ⅴ

で

(15)
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次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

我
々
は
一
八
世
紀
に
英
吉
利
思
想
を
展
開
し
た
。
一
九
世
紀
に
独
逸

思
想
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
我
々
の
仕
事
は
相
互
に
よ
つ

て
二
つ
の
精
神
を
緩
和
し
、
匡
正
し
、
補
足
し
、
鎔
か
し
て
唯
だ
一

つ
に
し
、
み
ん
な
の
よ
く
了
解
す
る
文
体
で
表
現
し
、
斯
う
し
て
そ

れ
を
世
界
精
神
に
仕
上
げ
る
こ
と
で
あ
る
。（
太
宰
施
門
『
ブ
ゥ
ル
ジ
ェ

前
後
』
高
桐
書
院
、
一
九
四
六
年
八
月
、
三
六
頁
）

ド
イ
ツ
哲
学
の
影
響
は
後
述
す
る
こ
と
と
し
、
ま
ず
イ
ギ
リ
ス
経
験
論

か
ら
生
じ
た
連
想
心
理
学
派
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
島
田
厚
が
「
文

学
論
」
を
連
想
心
理
学
派
の
理
論
と
し
た
こ
と
は
前
述
し
た
。
こ
の
学
説

は
一
八
世
紀
中
葉
、
感
覚
あ
る
い
は
観
念
を
、
外
界
の
事
物
が
感
覚
器
官

に
作
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
大
脳
中
の
振
動
に
対
応
さ
せ
た
ハ
ー

ト
レ
ー
（D

avid
H
artley,

1705-1757

）
に
よ
り
生
理
学
的
説
明
が
加
え
ら
れ
、

心
理
学
的
体
系
に
発
展
し
、
一
九
世
紀
中
葉
に
至
り
、
連
想
心
理
学
と
し

て
、
ミ
ル
父
子
（Jam

es
M
ill,

1773-1826.
John

S
tuart

M
ill,

1806-1873
）
、
ベ
イ

ン
（A

lexander
V
ain,

1818-1903

）
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
。
ハ
ー
バ
ー
ト
・

ス
ペ
ン
サ
ー
（H

erbert
S
pencer,

1820-1903

）
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
を

取
り
入
れ
こ
れ
を
進
化
論
的
連
合
心
理
学
に
拡
大
し
た
。
テ
ー
ヌ
は
こ
の

連
想
学
派
の
系
譜
に
連
な
る

。
(16)

特
に
ミ
ル
の
影
響
が
顕
著
で
あ
る
。『
英
国
文
学
史
』
のB

ook
Ⅴ

「
現

代
の
作
家
」
に
は
「
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル
」（
邦
訳
さ
れ
て
い

な
い
）
に
つ
い
て
の
詳
細
な
論
述
が
あ
る
。
ミ
ル
の
連
合
主
義
心
理
学
の

理
論
は
、
厳
密
な
要
素
主
義
で
、
精
神
は
「
感
覚
と
観
念
」
だ
け
か
ら
な

る
も
の
で
あ
る
と
考
え
、
形
而
上
学
的
な
抽
象
的
な
精
神
作
用
を
認
め
な

か
っ
た
。
観
念
は
単
純
な
も
の
と
複
雑
な
も
の
に
分
け
ら
れ
、
複
雑
な
も

の
は
単
純
な
諸
観
念
か
ら
合
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
連
想
の
唯
一
の
基

本
的
な
原
理
と
し
て
、
同
時
に
生
起
す
る
諸
事
象
の
諸
観
念
は
連
合
さ
れ

る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
近
接
性
で
あ
る
。
後
、
子
ミ
ル
は
、
類
似
、
頻
度
、

不
可
分
性
を
つ
け
加
え
た
。
ミ
ル
に
と
っ
て
は
、
い
か
な
る
心
的
全
体
も
、

合
成
さ
れ
た
諸
観
念
ま
た
は
諸
要
素
の
総
和
で
あ
る
。
ま
た
ミ
ル
は
刺
激

対
象
、
感
覚
器
官
、
感
覚
体
験
を
分
け
た

。
(17)

テ
ー
ヌ
は
そ
れ
を
取
り
入
れ
、
「
小
事
実
の
理
論
（la

thèorie
des

petits

faits

）
」
を
作
る
。
心
理
学
は
科
学
に
な
る
と
い
う
。
知
識
は
事
実
で
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
我
々
の
印
象
、
観
念
、
記
憶
、
予
想
は
、
身
体
の
「
震
え
、

動
き
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
今
現
に
意
識
し
て
い
る
観
念
、
感
覚
体
験
で
あ

り
、
そ
れ
は
実
際
に
身
体
に
起
き
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
観
念
は
「
小
事

実
」
で
あ
る
。

on
peut

parler
avec

précision
et

details
d'une

sensation,
d'une

idée,
d'un

souvenir,
d'une

prévision,
aussi

bien
que

d'une

vibration
d'un

m
ouvem

ent
physique.

(

…)
D
e
tout

petits
faits

bien
choisis,

im
portants,

significatifs,
am

plem
ent

circonstanciés

et
m
inutiensem

ent
notés,

voilà
aujoud'hui

la
m
atière

de
toute

science.

（
印
象
、
観
念
、
記
憶
、
予
測
は
身
体
の
震
え
、
運
動
と
同
じ
で
あ
る

と
正
確
に
精
密
に
語
る
こ
と
が
で
き
る
。（
略
）
小
事
実
、
よ
く
選
ば
れ
、
重
要
で
、

意
義
深
く
、
詳
し
く
本
質
的
で
、
精
密
に
書
か
れ
た
も
の
が
、
今
日
の
あ
ら
ゆ
る
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科
学
の
材
料
で
あ
る
。
拙
訳
）（H

.
T
aine.

(1870
),
L'intelligence.

Paris:
L
ibrairie

H
achette

et
C
ie,

p.
4 )

心
理
現
象
で
あ
る
観
念
を
、
現
に
脳
が
体
験
し
て
い
る
「
事
実
」
と
し
、

人
間
精
神
（
自
我
）
を
心
理
的
機
械
と
み
な
し
、
そ
こ
に
見
い
だ
さ
れ
る

心
理
的
な
「
意
義
あ
る
小
事
実
」
、
そ
れ
は
観
念
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
着

目
し
、
そ
れ
を
分
析
、
再
建
す
る
。
そ
れ
ら
は
す
べ
て
の
科
学
の
材
料
に

な
る
の
で
あ
る
。
す
べ
て
の
科
学
、
そ
れ
に
は
文
学
も
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
「
小
事
実
」little

facts
(petits

faits)

は
、
漱
石
「
文
学
論
」
の
F

と
関
係
し
て
い
る
。
漱
石
は
「
文
学
論
」
で
文
学
的
内
容
の
形
式
を

＋
F

と
表
現
し
て
い
る
。

は
焦
点
的
印
象
ま
た
は
観
念
で
あ
り
、

は
そ

f

F

f

れ
に
付
着
す
る
情
緒
と
す
る
。

の
み
の
も
の
は
三
角
形
の
よ
う
な
情
緒

F

を
欠
く
も
の
と
い
う
。
テ
ー
ヌ
は
科
学
と
文
学
を
同
列
の
も
の
と
考
え
、

す
べ
て
をpetits

faits

と
し
区
別
を
設
け
な
か
っ
た
が
、
漱
石
は
文
学
は

科
学
の
印
象
と
観
念
と
は
異
な
る
と
考
え
、
違
い
を
表
現
す
る
た
め
に
f

を
付
け
加
え
た
の
で
あ
る
。

た
し
か
に
そ
の
点
で
は
テ
ー
ヌ
と
異
な
る
が
、
漱
石
の
理
論
を
連
想
学

派
と
考
え
て
よ
い
の
は
「
文
学
論
」
の
次
の
表
現
で
明
ら
か
で
あ
る
。

吾
人
が

を
焦
点
に
意
識
す
る
と
き
、
之
に
応
ず
る
脳
の
状
態
に
在

F

り
と
仮
定
し
得
べ
し
。
而
し
て

の

に
推
移
す
る
と
き
、

も
亦

F

F´

C

之
に
応
じ
て

に
推
移
す
る
は
疑
ふ
べ
か
ら
ず
。（
略
）
而
し
て

は

C´

C

何
等
の
刺
激
（
内
、
外
）
な
く
し
て

に
移
る
の
理
由
な
き
が
故
に
、

C´

を
生
ず
る
必
要
条
件
は

と

（
刺
激
）
と
に
帰
着
す
べ
し
。（
略
）

F

C

S

其
う
ち
よ
り
尤
も
優
勢
な
る
も
の
も
し
く
は

の
傾
向
に
適
し
た
る

F

も
の
を
採
用
す
る
が
故
に
、
此
意
味
に
お
い
て
吾
人
の
意
識
焦
点
の

推
移
は
暗
示
法
に
支
配
せ
ら
る
と
云
ひ
得
べ
き
に
似
た
り
。
如
何
と

な
れ
ば

は
突
然
と
し
て

を
追
ふ
て
、
焦
点
に
上
が
る
も
の
に
あ

F

F

ら
ず
、
吾
人
が
明
瞭
に
之
を
意
識
す
る
前
既
に
幽
か
に
暗
示
せ
ら
る

る
が
故
な
り
。（
「
文
学
論
」
四
二
六
～
四
二
八
頁
）

漱
石
は
、
刺
激

、
脳

、
焦
点
意
識

と
を
区
別
し
、
刺
激
に
よ
っ

S

C

F

て
脳
の
状
態
が
変
化
し
、
次
の
意
識
が
生
じ
て
い
る
。

は
脳
Ｃ
が
刺
激

F

に
よ
っ
て
何
ら
か
の
意
識
を
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

は
ミ
ル
流
に
い

S

え
ば
刺
激
対
象
、

は
感
覚
器
官
、

は
感
覚
体
験
で
あ
る
。
感
覚
体
験

C

F

は
テ
ー
ヌ
のpetits

faits

に
な
る
の
で

はpetits
faits

と
同
じ
で
あ
る
。

F

そ
し
て
ま
た
新
し
い
刺
激
が
生
じ
て
、
脳
の
状
態
は
変
化
し
、
新
し
い

が
生
じ
て
く
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、
そ
の
観
念
は
連
想
す
る
。

F´

余
の
説
を
以
て
す
れ
ば
、
凡
そ
文
芸
上
の
真
を
発
揮
す
る
幾
多
の
手

段
の
大
分
部
は
一
種
の
「
観
念
の
連
想
」
を
利
用
し
た
も
の
に
過
ぎ

ず
。（
「
文
学
論
」
二
五
六
頁
）

漱
石
が
い
う
脳

に
あ
る
焦
点
意
識

は
、
刺
激

が
脳

に
働
き
か

C

F

S

C

け
脳

に
な
り

は

に
推
移
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は

の
傾
向

C´

F

F´

F

に
適
し
た
も
の
を
選
ぶ
た
め
暗
示
法
に
支
配
さ
れ
る
。

の
傾
向
と
は
そ

F

の
個
人
特
有
の
性
向
で
あ
る
。
連
想
学
派
の
問
題
は
あ
る
観
念
が
次
の
観

念
へ
ど
の
よ
う
に
移
行
す
る
か
、
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
法
則
が
あ
る
の
か
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と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
推
移
は
「
文
学
論
」
で
は
「
暗
示
」
に
よ

っ
て
連
鎖
す
る
。
テ
ー
ヌ
は
連
想
の
結
合
の
仕
方
に
原
因
と
結
果
を
選
ぶ
。

U
n
analyste

de
l'école

de
M
.
T
aine

aperçoit
dans

cet
effet,

com
m
e
dans

tout
autre,

l'aboutissem
ent

d'une
série

de
cause

partielles
qui,

elle-m
êm

es,
sont

des
effets,

par
rapport

à
d'autre

causes
dom

inatrices,
et
ainsi

de
suite

indéfinim
ent.

（
テ
ー
ヌ
氏
の

学
派
の
分
析
は
、
他
と
同
じ
よ
う
に
そ
の
結
果
の
中
に
、
そ
れ
自
身
支
配
的
他
の

原
因
と
の
関
係
に
よ
っ
て
結
果
で
あ
る
原
因
の
連
鎖
の
終
点
を
見
い
だ
し
、
そ
し

て
こ
の
よ
う
に
無
限
に
続
く
。
拙
訳
）(P

aul
B
ourget. (1924 ),

“M
.
T
aine

L
'am

e

hum
aine

et
la
science”

E
ssais

de
psychologie

contem
poraine.

P
aris:

P
lon,

p.

233 )

小
事
実
は
一
本
の
幾
何
学
の
線
の
よ
う
に
連
鎖
し
、
結
果
が
原
因
で
あ

り
、
そ
れ
が
ま
た
結
果
に
な
る
。
前
後
の
観
念
の
関
係
は
、
因
果
関
係
で

あ
る
。
そ
し
て
無
限
な
過
去
か
ら
の
連
鎖
で
あ
り
、
現
在
と
い
う
焦
点
意

識
と
な
る
。
テ
ー
ヌ
の
理
論
は
現
在
が
過
去
か
ら
決
ま
っ
て
し
ま
う
決
定

論
に
な
る
。

漱
石
の
「
文
学
論
」
で
は
「
暗
示
」
に
よ
っ
て
連
鎖
す
る
。
テ
ー
ヌ
の

よ
う
に
因
果
の
連
鎖
で
は
な
い
。
「
暗
示
」（Suggestion

）
は
ミ
ル
に
影
響

を
与
え
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
学
派
が
、
「
連
想
」
と
い
う
言
葉
の
代
わ
り

に
好
ん
で
用
い
た
も
の
で
、
接
近
と
反
復
に
、
連
想
の
他
の
条
件
「
鮮
明

さ
、
強
度
、
最
近
性
」
が
付
け
加
わ
っ
た
も
の
で
あ
る

。
こ
の
学
派
に

(18)

は
ト
マ
ス
・
リ
ー
ド
（T

hom
as

R
eid,

1710-1796

）
、
デ
ュ
ー
ガ
ル
ド
・
ス
テ

ュ
ワ
ー
ト
（D

ugald
S
tew

art,
1753-1828

）
が
い
る
が
、
彼
ら
は
連
想
の
枠
は

維
持
し
た
。
ミ
ル
も
「
暗
示
す
る
観
念
（the

suggesting
idea

）
」
、
「
暗
示
さ

れ
る
観
念
（the

suggested
idea

）
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
。
つ
ま
り
漱
石

の
暗
示
も
連
想
学
派
の
中
の
理
論
で
あ
る
。
英
国
留
学
中
の
ノ
ー
ト
に
も

「S
uggestion

」
の
項
目
が
あ
る
。

島
田
厚
は
「
漱
石
の
思
想
」
で
「
文
学
論
」
は
究
極
に
お
い
て
決
定
論

に
陥
っ
た
ス
ペ
ン
サ
ー
や
ベ
イ
ン
を
は
じ
め
、
そ
の
亜
流
哲
学
者
や
進
化

論
的
連
合
心
理
学
派
の
立
場
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
、
ゾ
ラ
や
モ
ー
パ
ッ

サ
ン
ら
自
然
主
義
の
立
場
で
あ
り
、
連
想
心
理
学
の
立
場
で
あ
っ
た
と
述

べ
た
。
そ
れ
は
「
心
理
学
上
の
生
理
学
主
義
」
で
あ
り
、
テ
ー
ヌ
の
立
場

で
あ
る
。
テ
ー
ヌ
は
連
想
の
関
係
を
因
果
関
係
に
求
め
、
漱
石
は
暗
示
に

求
め
る
と
い
う
違
い
は
あ
る
が
、
島
田
が
言
う
よ
う
に
、
漱
石
も
決
定
論

を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。

テ
ー
ヌ
は
、
人
種
、
環
境
、
時
代
の
三
原
則
を
定
立
し
、
観
念
の
連
鎖

も
因
果
関
係
に
あ
り
、
そ
れ
ら
に
人
間
は
決
定
さ
れ
る
と
し
、
ブ
ー
ル
ジ

ェ
に
言
わ
せ
れ
ば
、
「
必
然
性
の
王
国
」
を
作
り
上
げ
る
。
『
弟
子
』
の
中

で
テ
ー
ヌ
に
比
さ
れ
た
ア
ド
リ
ア
ン
・
シ
ク
ス
ト
は
「
魂
の
中
に
お
い
て

は
一
切
が
必
然
的
で
あ
る
、
自
分
が
自
由
で
あ
る
と
思
い
誤
る
こ
と
さ
え

必
然
的
で
あ
る
」
と
語
る
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
テ
ー
ヌ
論
に
対
し
て
批
判
を
行
っ
た
の
が
ポ
ー
ル
・
ブ
ー

ル
ジ
ェ
で
あ
っ
た
。
一
八
八
三
、
八
五
年
の
『
現
代
心
理
論
集
』
の
中
で

フ
ラ
ン
ス
の
観
察
派
（
写
実
主
義
、
自
然
主
義
）
の
作
家
た
ち
が
環
境
の
模

写
ば
か
り
を
す
る
こ
と
で
、
人
間
の
意
志
の
研
究
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
、

宿
命
に
対
抗
で
き
な
い
人
間
を
描
き
、
ペ
シ
ミ
ス
ム
を
も
た
ら
し
た
と
批
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判
し
た

。
一
八
八
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
弟
子
』
で
は
「
序
文
」
で
自

(19)

由
意
志
を
持
て
と
フ
ラ
ン
ス
の
青
年
に
呼
び
か
け
る
。
環
境
に
負
け
な
い

意
志
の
力
を
呼
び
戻
せ
と
、
力
強
く
宣
言
す
る
。
そ
し
て
本
文
で
は
モ
ラ

ル
問
題
を
提
起
す
る
。

ま
た
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
（W

illiam
Jam

es,
1842-1910

）
の
理
論

も
自
由
意
志
を
主
張
す
る
。
ジ
ェ
ー
ム
ス
は
ス
ペ
ン
サ
ー
の
自
然
科
学
が

人
間
を
因
果
関
係
に
よ
っ
て
機
械
的
に
説
明
し
よ
う
と
す
る
立
場
、
決
定

論
に
疑
問
を
抱
い
た
。
ス
ペ
ン
サ
ー
は
社
会
進
化
論
、
自
然
淘
汰
に
よ
る

適
者
生
存
を
人
間
社
会
に
適
応
し
、
能
力
の
高
い
も
の
が
生
き
残
る
と
し
、

生
物
の
環
境
へ
の
適
応
を
重
視
し
た
。
し
か
し
環
境
か
ら
の
刺
激
は
一
義

的
で
は
な
い
。
そ
れ
へ
の
対
応
の
し
か
た
を
考
慮
す
る
も
の
と
し
て
「
こ

こ
ろ
」
と
い
う
も
の
が
進
化
し
て
き
た
と
考
え
た
。
ジ
ェ
ー
ム
ス
は
ス
ペ

ン
サ
ー
が
こ
こ
ろ
を
環
境
か
ら
の
刺
激
に
対
応
す
る
だ
け
の
受
動
的
な
存

在
と
し
か
見
て
い
な
い
と
批
判
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
し
か
に
生
物
と

し
て
の
人
間
は
環
境
に
規
定
さ
れ
る
面
は
あ
る
が
、
一
方
で
人
間
に
は
意

志
を
自
由
に
働
か
せ
て
自
ら
行
動
を
選
択
す
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
と

し
て
意
識
の
自
発
性
、
独
立
性
を
主
張
し
た

。
漱
石
が
影
響
を
受
け
た

(20)

こ
と
は
多
く
の
論
が
あ
る
。

以
下
、
「
こ
こ
ろ
」
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
こ
の
両
方
法
が
用
い
ら
れ

て
い
る
か
考
察
す
る
。

三
、「
こ
こ
ろ
」
に
お
け
る
決
定
論
と
自
由
意
志
論

１
、「
覚
悟
」

「
先
生
の
遺
書
」
の
場
面
で
、

と
「
先
生
」
の
考
え
方
、
感
じ
方
が

K

描
か
れ
る
。
テ
ー
ヌ
『
英
国
文
学
史
』
で
は
、
「
人
種
」
で
あ
り
、
漱
石

「
文
学
論
」
第
三
篇
「
文
学
的
内
容
の
特
質
」
の
項
で
次
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。

或
人
に
は

な
る

他
の

よ
り
も
優
勢
に
し
て
、
常
に
其
の
意
識

A

F

F

の
頂
点
に
位
し
、
又
或
人
に
あ
り
て
は

な
る

凡
て
他
の

を
凌

B

F

F

い
で
高
く
其
上
に
位
す
。
其
原
因
に
至
り
て
は
固
よ
り
種
々
雑
多
に

し
て
約
言
し
難
し
と
雖
も
、
要
す
る
に
個
人
の
遺
伝
的
傾
向
即
ち
組

織
状
態
、
或
は
個
人
一
体
の
性
質
、
或
い
は
教
育
、
習
慣
、
職
業
及

び
其
の
生
活
境
遇
等
そ
の
主
要
の
も
の
な
る
べ
し
。（
「
文
学
論
」
二
一

六
頁
）

こ
の
時
の

は
文
学
的
内
容
で
あ
る
か
ら

＋

と
考
え
て
も
よ
い
と

F

F

f

思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
は
「

な
る

」
「

な
る

」
の
違
い
は
ど
こ
か

A

F

B

F

ら
生
じ
る
か
、
そ
れ
は
生
ま
れ
つ
き
の
遺
伝
や
教
育
、
環
境
な
ど
か
ら
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
個
人
の
育
ち
、
環
境
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
の
人
が

も
つ

す
な
わ
ち
印
象
と
観
念
が
違
う
。
人
に
よ
り
感
じ
方
、
考
え
方
が

F

異
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が

の
傾
向
で
あ
る
。
例
え
ば
、

F

A

の
人
は
悲
し
い
こ
と
ば
か
り
考
え
、

の
人
は
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
考
え

B

る
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
に
則
し
、

の

、

の
考
え
方
、
感
じ
方
、

の
性
格
が
描
か

K

F

K

K

れ
て
い
く
。

は
中
学
に
い
た
頃
か
ら
、
宗
教
や
哲
学
な
ど
難
し
い
問
題

K

で
「
先
生
」
を
困
ら
せ
る
ほ
ど
思
想
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
彼
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の
生
ま
れ
つ
き
な
の
か
、
父
の
感
化
な
の
か
、
ま
た
は
自
分
の
生
ま
れ
た

家
、
寺
と
い
う
一
種
特
別
な
建
物
に
属
す
る
空
気
の
影
響
な
の
か
と
、
思

想
を
好
む
傾
向
が
描
か
れ
る
。
さ
ら
に
寺
に
生
ま
れ
た
彼
は
、
常
に
「
精

進
」
と
い
う
言
葉
を
使
い
、
彼
の
行
動
動
作
は
尽
く
こ
の
「
精
進
」
の
一

語
で
形
容
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
先
生
」
に
は
見
え
た
。

は
一
途
に
自
分

K

の
道
を
歩
く
も
の
と
し
て
の

の
傾
向
を
持
つ
。

F

そ
れ
は
ま
た
「
養
家
事
件
」
を
通
し
て
、
助
長
さ
れ
る
。
道
の
た
め
な

ら
、
養
家
を
だ
ま
し
て
も
、
生
活
に
困
ろ
う
と
、

は
一
途
に
自
分
の
思

K

い
を
貫
い
た
。
日
常
生
活
や
「
養
家
事
件
」
を
通
し
て
、
自
分
が
希
望
す

る
こ
と
、
決
め
た
こ
と
を
、
必
ず
実
現
す
る
「
頑
固
」
と
い
う

の

の

K

F

傾
向
、
考
え
方
、
感
じ
方
が
示
さ
れ
る
。

次
に
「
先
生
」
の
考
え
方
、
感
じ
方
も
生
ま
れ
か
ら
描
か
れ
る
。
裕
福

な
家
に
生
ま
れ
、
鷹
揚
な
面
も
あ
っ
た
が
「
物
を
解
き
ほ
ど
い
て
見
た
り

又
ぐ
る

ゝ
廻
し
て
眺
め
た
り
す
る
癖
」
は
、
も
う
母
の
死
の
場
面
で
も
、

ち
ゃ
ん
と
備
わ
っ
て
い
た
。
「
先
生
」
の

は
、
物
事
を
疑
り
深
く
、
な

F

に
ご
と
も
過
剰
な
ま
で
に
神
経
を
と
が
ら
す
傾
向
が
あ
る
。
両
親
に
早
く

死
な
れ
、
叔
父
に
裏
切
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
さ
ら
に
こ
の
傾
向
を
増
幅

さ
せ
、
人
を
疑
い
や
す
く
な
る
。
「
養
家
事
件
」
や
「
叔
父
に
裏
切
ら
れ

る
」
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
二
人
の
性
格
を
助
長
す
る
こ
と
に
な
り
、
の

ち
の
事
件
へ
の
暗
示
と
な
る
。

そ
の
よ
う
な
二
人
が
お
嬢
さ
ん
を
巡
っ
て
争
う
。
先
に
「
先
生
」
に
告

白
し
た

に
私
は
「
平
生
の
主
張
は
ど
う
す
る
の
か
」
「
精
神
的
に
向
上

K

心
の
な
い
も
の
は
ば
か
だ
」
と
責
め
立
て
る
。
そ
う
す
る
と
Ｋ
は
「
覚
悟

…
覚
悟
な
ら
な
い
こ
と
も
な
い
」
と
返
事
を
す
る
。

そ
う
し
て
物
事
を
ぐ
る
ぐ
る
考
え
る
「
先
生
」
の
こ
こ
ろ
で
葛
藤
が
お

こ
る
。

が
一
途
に
自
分
の
「
道
」
を
歩
き
、
精
進
し
て
き
た
こ
と
、
そ

K

の
宗
旨
に
は
、
女
性
と
の
「
恋
」
さ
え
も
妨
げ
に
な
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、

当
然
「
お
嬢
さ
ん
と
の
恋
を
諦
め
る
」
と
い
う
こ
と
が
連
想
さ
れ
る
。
K

の

の
傾
向
が
暗
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。

Fと
こ
ろ
が
よ
く
考
え
る
と
「
養
家
」
事
件
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に

は
な
に
ご
と
も
思
い
通
り
、
ど
の
よ
う
な
障
害
が
あ
ろ
う
と
進
む
「
頑

K固
」
な
性
格
だ
と
い
う
こ
と
か
ら
「
覚
悟
」
は
「
お
嬢
さ
ん
へ
向
か
う
」

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
い
う
強
い
観
念
が
「
先
生
」
の
こ
こ
ろ
に
わ

き
起
こ
る
。
こ
れ
も

の

の
暗
示
が
あ
る
の
で
あ
る
。

K

F

そ
し
て
前
観
念
と
後
観
念
は
「
先
生
」
の
こ
こ
ろ
の
中
で
戦
い
あ
う
。

こ
の
よ
う
に
あ
れ
か
こ
れ
か
ぐ
る
ぐ
る
考
え
を
め
ぐ
ら
す
の
も
、「
先
生
」

の
感
じ
方
、
考
え
方
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
。
「
先
生
」
は
こ
こ
ろ
の
中

で
そ
の
二
つ
の
観
念
を
め
ぐ
っ
て
「
煩
悶
」
「
懊
悩
」
す
る
。

こ
の
こ
と
は
「
英
国
留
学
時
の
ノ
ー
ト
」
で
は
「S

traggle
F

」
で
あ

る
。
Ｆ
の
戦
い
と
は
な
に
か
。
「
文
学
論
」
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て

い
る
。

吾
人
の
意
識
の
推
移
は
暗
示
法
に
因
つ
て
支
配
さ
れ
る
。

（一）

吾
人
の
意
識
の
推
移
は
普
通
の
場
合
に
於
て
数
多
の
Ｆ
の
競
争

（二）

を
経
。

此
の
競
争
は
自
然
な
り
。
又
必
要
な
り
。
此
競
争
的
暗
示
な
き

（三）

時
は

吾
人
は
習
慣
的
に
又
約
束
的
に
意
識
の
内
容
と
順
序
を
繰
り
返

（四）
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す
に
過
ぎ
ず
。

推
移
は
順
次
に
し
て
急
劇
な
ら
ざ
る
を
便
宜
と
す
。

（五）

推
移
の
急
劇
な
る
場
合
は
前
後
両
状
態
の
間
に
対
照
あ
る
を
可

（六）

と
す
。（
「
文
学
論
」
四
三
四
頁
）

こ
の
部
分
は
島
田
厚
と
加
茂
章
が
決
定
論
か
自
由
意
志
論
か
で
意
見
が

分
か
れ
た
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
で
は
「
競
争
的
暗
示
」
で
あ
る
か
ら

「
暗
示
」
の
あ
る
観
念
が
、
競
争
し
、
ど
ち
ら
か
優
勢
な
も
の
が
勝
ち
残

る
。
人
間
で
あ
る
か
ら
に
は
い
く
つ
か
の
連
想
す
る
観
念
が
出
現
す
る
。

こ
の
「
競
争
的
暗
示
」
は
「
文
学
の
哲
学
的
基
礎
」
の
「
自
由
な
選
択
」

と
は
明
ら
か
に
異
な
る
。
「
暗
示
」
と
い
う
語
が
あ
る
か
ぎ
り
、
決
定
論

の
範
囲
に
入
る
の
で
あ
る
。
先
述
し
た

に
、
両
観
念
が
「
対
照
」
で
あ

（六）

っ
て
も
よ
い
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
「
お
嬢
さ
ん
を
あ
き
ら
め
る
」
「
お

嬢
さ
ん
と
の
恋
に
進
む
」
と
反
対
の
観
念
の
争
い
で
あ
る
と
考
え
て
も
よ

い
。
自
由
意
志
で
あ
れ
ば
、
前
観
念
と
後
観
念
の
間
に
な
ん
ら
か
の
関
係

が
な
い
も
の
で
あ
る
。
単
な
る
「
競
争
」
に
自
由
意
志
を
求
め
る
こ
と
は

出
来
な
い
。
も
ち
ろ
ん
他
の
箇
所
で
「
文
学
論
」
に
は
自
由
意
志
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
こ
の
部
分
で
は
決
定
論
で
あ
る
。

こ
の
「
競
争
」
に
つ
い
て
テ
ー
ヌ
も
言
及
し
て
い
る
。
「
ス
タ
ン
ダ
ー

ル
論
」

、
こ
れ
は
瀬
沼
茂
樹
訳
で
邦
訳
も
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
、

(21)

『
赤
と
黒
』
の
「
彼
女
（
レ
ナ
ー
ル
夫
人
）
が
ジ
ュ
リ
ア
ン
に
つ
い
て
、
ま

た
彼
を
愛
す
る
幸
福
に
つ
い
て
、
い
だ
い
て
い
た
や
さ
し
い
心
像
を
、
こ

う
い
う
観
念
（
不
倫
）
が
曇
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
た
」
と
い
う
箇
所
を
評

し
て
テ
ー
ヌ
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

こ
の
哲
人
（
ス
ピ
ノ
ザ
）
と
社
交
家
（
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
）
と
は
、
こ
こ
で

意
気
投
合
し
て
、
観
念
の
領
域
に
お
い
て
こ
そ
情
熱
の
戦
い
が
お
こ

な
わ
れ
る
の
だ
と
、
相
と
も
に
証
明
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
希
望
を

持
ち
な
が
ら
苦
悩
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
交
互
に
相
反
す
る
二
つ
の

考
え
を
も
ち
、
第
一
の
考
え
を
保
持
し
よ
う
と
努
め
な
が
ら
、
第
二

の
考
え
の
思
い
が
け
な
い
激
し
い
出
現
を
感
じ
る
こ
と
で
あ
る
。
心

は
幼
児
の
よ
う
な
も
の
で
、
恐
ろ
し
い
光
景
を
見
る
と
、
両
眼
を
隠

そ
う
と
、
つ
な
い
で
い
た
手
を
ふ
り
き
ろ
う
と
す
る
だ
ろ
う
。（
テ
ー

ヌ
「
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
」『
文
学
史
の
方
法
』
瀬
沼
茂
樹
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
三

年
一
〇
月
、
一
三
〇
頁
）

ジ
ュ
リ
ア
ン
を
愛
す
る
観
念
と
不
倫
を
厭
う
相
反
す
る
観
念
が
生
起

し
、
そ
れ
ら
が
こ
こ
ろ
で
闘
争
す
る
。
人
が
悩
む
と
い
う
現
象
を
観
念
間

の
闘
争
と
し
て
説
明
す
る
。
連
想
学
派
の
ミ
ル
が
精
神
を
感
覚
と
観
念
の

み
で
構
成
さ
れ
る
と
し
、
超
越
的
な
自
我
な
ど
を
排
除
し
た
と
い
う
こ
と

を
テ
ー
ヌ
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
が
証
明
し
た
と
喜
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
ス

タ
ン
ダ
ー
ル
も
こ
こ
ろ
の
科
学
を
知
り
、
彼
の
著
作
は
動
く
心
理
学
で
あ

る
と
テ
ー
ヌ
は
述
べ
る
。
ま
た
ブ
ー
ル
ジ
ェ
は
、

わ
れ
わ
れ
の
「
自
我
」
は
絶
え
ず
生
成
し
解
体
し
つ
つ
あ
る
現
象
の

束
の
よ
う
な
も
の
で
、
し
た
が
っ
て
わ
れ
わ
れ
の
精
神
的
存
在
の
表

面
上
の
統
一
性
は
、
複
雑
で
異
質
な
、
時
に
は
猛
烈
に
闘
争
し
合
う

ま
で
に
相
互
に
異
な
っ
た
さ
ま
ざ
ま
の
個
人
の
一
連
続
体
に
解
消
さ

れ
る
と
見
な
す
、
あ
の
心
理
学
説
（
テ
ー
ヌ
）
の
生
き
た
証
明
で
あ
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る
。（
ブ
ー
ル
ジ
ェ
『
現
代
心
理
論
集
』
七
一
頁
）

と
評
し
て
い
る
。
そ
し
て
観
念
と
観
念
と
が
た
だ
単
純
に
連
想
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
反
対
と
も
い
え
る
観
念
が
こ
こ
ろ
の
中
で
闘
争
す
る
こ
と
も

あ
る
、
そ
れ
が
人
間
の
自
我
で
あ
る
。
観
念
は
単
純
に
推
移
す
る
と
と
も

い
く
つ
か
の
観
念
が
争
う
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
こ
ろ
の
科
学
を

漱
石
は
一
つ
の
理
論
と
し
て
取
り
入
れ
た
の
で
あ
る
。
人
が
悩
む
と
い
う

状
態
を
説
明
す
る
必
要
が
あ
っ
た
ろ
う
。

「
覚
悟
」
の
意
味
を
め
ぐ
っ
て
「
お
嬢
さ
ん
を
諦
め
る
」
と
「
お
嬢
さ

ん
に
向
か
う
」
と
い
う
二
つ
の
観
念
が
こ
こ
ろ
の
中
で
闘
争
す
る
。
「
煩

悶
」
「
懊
悩
」
す
る
。
そ
し
て
「
お
嬢
さ
ん
へ
向
か
う
」
を
選
択
す
る
。

こ
の
選
択
は
「
自
由
意
志
」
で
あ
ろ
う
か
。
た
し
か
に
ど
ち
ら
か
を
選
択

し
た
か
ら
自
由
と
も
い
え
よ
う
が
、
こ
の
選
択
は
偶
然
で
は
な
い
。
「
先

生
」
と
い
う

の
傾
向
、
叔
父
に
裏
切
ら
れ
、
人
を
疑
う
傾
向
が
選
ば
せ

F

た
の
で
あ
る
。
生
ま
れ
つ
き
、
あ
れ
こ
れ
人
の
こ
こ
ろ
の
中
を
考
え
る
人

間
で
あ
っ
た
し
、
叔
父
に
財
産
の
こ
と
で
騙
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
傾
向
が

助
長
さ
れ
て
い
る
。
も
し
違
っ
た

の
傾
向
の
人
で
あ
れ
ば
、
違
っ
た
選

F

択
も
あ
っ
た
ろ
う
が
、
「
先
生
」
の

の
傾
向
は
そ
れ
を
選
ぶ
よ
う
に
、

F

む
し
ろ
選
ぶ
よ
う
な

の
傾
向
の
人
物
を
創
作
し
た
。
こ
れ
は
決
定
論
的

F

方
法
で
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
に
収
ま
り
き
れ
な
い
「
覚
悟
」
の
意
味
が
あ
る
。

が
「
覚

K

悟
な
ら
な
い
こ
と
も
な
い
」
と
言
っ
た
と
き
、

は
「
自
殺
」
の
覚
悟
を

K

し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
「
自
殺
」
と
い
う
こ
と
は
、「
先
生
」
に
は
全

く
思
い
も
よ
ら
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

自
身
も
は
っ
き
り
し
て
い
た
わ

K

け
で
は
な
い
。
暗
示
は
全
く
な
い
の
で
あ
る
。

の

の
傾
向
「
精
進
」
、

K

F

「
頑
固
」
か
ら
は
予
測
で
き
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
ブ
ー
ル
ジ
ェ

の
い
う
人
間
心
理
の
不
可
知
性
が
あ
る
。
人
の
こ
こ
ろ
が
す
べ
て
見
え
る
、

解
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
テ
ー
ヌ
論
を
超
え
た
も
の
、

ブ
ー
ル
ジ
ェ
の
『
弟
子
』
で
は
、
人
の
こ
こ
ろ
を
操
ろ
う
と
し
、
人
の
こ

こ
ろ
を
解
ら
ず
、
女
性
を
自
殺
さ
せ
て
し
ま
い
、
自
分
の
こ
こ
ろ
さ
え
解

ら
な
か
っ
た
ロ
ベ
ー
ル
・
グ
レ
ル
ー
の
苦
し
み
、
人
の
心
理
を
捉
え
る
こ

と
の
難
し
さ
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
決
定
論
的
方
法
を
用
い
な
が
ら
自
由
意
志
論
の
方
法
も
織

り
込
む
の
で
あ
る
。
人
間
の
こ
こ
ろ
と
は
決
定
論
的
、
予
測
可
能
な
面
も

あ
り
な
が
ら
、ま
た
不
可
知
な
面
も
あ
る
複
雑
な
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

２
、
恋
愛
に
つ
い
て

恋
愛
に
つ
い
て
も
両
方
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
テ
ー
ヌ
論
に
つ
い
て

は
ブ
ー
ル
ジ
ェ
の
『
弟
子
』
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
テ
ー
ヌ
に
比
さ
れ
た

ア
ド
リ
ア
ン
・
シ
ク
ス
ト
の
理
論
を
恋
愛
心
理
に
い
か
し
た
「
情
欲
論
」
、

こ
の
理
論
を
実
際
に
テ
ー
ヌ
が
書
い
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
テ
ー

ヌ
の
考
え
方
を
恋
愛
に
適
用
し
た
場
合
の
理
論
で
あ
る
。
テ
ー
ヌ
は
科
学

の
方
法
、
生
理
学
の
方
法
を
文
学
に
適
用
し
よ
う
と
し
た
。
シ
ク
ス
ト
に

心
酔
す
る
ロ
ベ
ー
ル
・
グ
レ
ル
ー
は
そ
の
理
論
が
実
験
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
自
分
が
実
験
し
て
、
そ
の
理
論
の
正
し
さ
を
証
明
し
よ
う
と
す
る
。

当
時
科
学
は
実
験
を
し
て
、
そ
の
正
当
性
を
証
明
し
よ
う
と
し
た
の
で
、

な
に
よ
り
実
験
を
す
る
こ
と
が
大
事
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
恋
愛
心
理
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は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

第
一
の
原
理
は
、
大
部
分
の
人
間
は
、
た
だ
模
倣
に
よ
つ
て
の
み
感

情
を
も
つ
て
い
る
、
そ
の
本
来
の
単
な
る
姿
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
置

い
た
ら
、
た
と
へ
ば
恋
愛
の
ご
と
き
、
か
れ
ら
大
分
部
の
人
間
に
と

つ
て
は
、
動
物
の
場
合
と
同
じ
く
、
満
た
さ
れ
る
な
り
直
ぐ
に
消
え

去
る
性
的
本
能
に
過
ぎ
な
い
、
と
い
ふ
の
で
す
。

第
二
の
原
理
は
と
申
せ
ば
、
嫉
妬
は
恋
愛
に
先
だ
つ
て
た
し
か
に
存

在
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
従
つ
て
、
嫉
妬
は
屢
々
恋
愛
の
後
に
於
い

て
残
存
し
う
る
の
と
同
様
、
時
と
し
て
は
恋
愛
を
発
生
さ
せ
る
こ
と

が
あ
る
、
と
い
ふ
の
で
す
。（
ブ
ー
ル
ジ
ェ
『
弟
子
』
内
藤
濯
訳
、
岩
波
書

店
、
一
九
四
一
年
七
月
、
二
一
～
二
二
頁
）

恋
愛
は
ま
ず
性
的
本
能
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
漱
石
の
「
文

学
論
」
の
中
に
も
「D

elbœ
uf

な
る
人
か
く
云
え
る
こ
と
あ
り
。
「
凡
そ

年
若
き
男
女
が
、
慕
ひ
合
ふ
は
、
彼
等
が
自
覚
せ
ず
し
て
、
精
子
の
意
志

に
従
う
ふ
も
の
な
り
」
、「B

ain

も
亦
「
触
は
恋
の
始
め
に
し
て
終
な
り
」

と
云
へ
り
」（
「
文
学
論
」
七
四
頁
）
と
あ
る
。
漱
石
も
賛
成
し
、
性
的
本
能

か
ら
生
じ
た
も
の
だ
と
い
い
、
た
だ
恋
を
神
聖
だ
な
ど
、
説
く
論
者
に
は

す
こ
ぶ
る
妥
当
を
欠
く
と
賛
成
し
て
い
る
。
嫉
妬
に
つ
い
て
も
「
文
学
論
」

で
は
ス
ペ
ン
サ
ー
や
リ
ボ
ー
の
説
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

恋
愛
小
説
を
読
ま
な
か
っ
た
ら
人
は
恋
愛
を
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
決

定
論
的
方
法
を
と
る
。
模
倣
に
よ
っ
て
感
情
を
も
ち
、
他
者
の
恋
愛
を
真

似
て
、
そ
れ
を
嫉
妬
し
、
自
分
も
恋
愛
に
陥
る
。
『
弟
子
』
で
は
架
空
の

人
物
を
想
定
し
嫉
妬
さ
せ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
か
、
シ
ャ
ル
ロ
ッ
ト
は
恋

愛
に
陥
い
る
。

し
か
し
シ
ャ
ル
ロ
ッ
ト
の
気
持
ち
は
最
後
に
し
か
わ
か
ら
な
い
。
ど
の

よ
う
に
嫉
妬
さ
せ
よ
う
が
、
本
来
シ
ャ
ル
ロ
ッ
ト
に
恋
愛
感
情
が
な
け
れ

ば
、
恋
愛
に
陥
る
べ
く
も
な
く
、
シ
ャ
ル
ロ
ッ
ト
自
殺
後
、
自
分
た
ち
は

た
だ
単
純
に
恋
を
し
た
だ
け
だ
っ
た
の
だ
と
ロ
ベ
ー
ル
は
述
懐
し
、
後
悔

し
、
シ
ャ
ル
ロ
ッ
ト
を
死
な
せ
た
こ
と
を
非
常
に
苦
し
む
。

「
こ
こ
ろ
」
に
お
い
て
も
嫉
妬
は
重
要
な
役
割
を
は
た
す
。

が
来
る

K

以
前
、
「
先
生
」
は
お
嬢
さ
ん
を
確
か
に
好
き
だ
っ
た
が
、
も
し
か
し
て

策
略
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
「
先
生
」
の
人
を
疑
う
Ｆ
、
感
じ
方

が
強
く
働
き
、
ま
だ
積
極
的
に
で
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し

が
や

K

っ
て
き
て
、
お
嬢
さ
ん
と
親
し
げ
な
態
度
を
と
る
よ
う
に
な
る
と
、
嫉
妬

し
恋
愛
感
情
が
激
し
く
な
る
。
嫉
妬
は
多
く
の
場
面
で
語
ら
れ
る
。
お
嬢

さ
ん
と

が
部
屋
で
語
り
合
っ
て
い
る
場
面
、
歌
留
多
と
り
の
場
面
、
二

K

人
が
一
緒
に
帰
っ
て
く
る
場
面
な
ど
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
私
の
気
持

ち
は
高
ま
っ
て
い
く
。
し
か
し

が
居
な
く
な
る
と
、

K

是
は
余
事
で
す
が
、
か
う
い
ふ
嫉
妬
は
愛
の
反
面
ぢ
や
な
い
で
せ
う

か
。
私
は
結
婚
し
て
か
ら
、
此
の
感
情
が
だ
ん
だ
ん
薄
ら
い
で
行
く

の
を
自
覚
し
ま
し
た
。
其
代
わ
り
愛
情
の
方
も
決
し
て
元
の
や
う
に

猛
烈
で
は
な
い
の
で
す
。（
「
こ
こ
ろ
」
二
三
二
頁)

と
嫉
妬
も
な
く
な
る
代
わ
り
に
愛
情
も
薄
ら
ぐ
。
嫉
妬
と
い
う
も
の
に
よ

っ
て
恋
愛
感
情
を
引
き
起
こ
す
と
い
う
決
定
論
の
方
法
を
用
い
る
。
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し
か
し
も
う
一
方
で
は
、

私
は
其
人
に
対
し
て
、殆
ど
信
仰
に
近
い
愛
を
有
つ
て
ゐ
た
の
で
す
。

も
し
愛
と
い
ふ
も
の
に
両
端
が
あ
っ
て
、
そ
の
高
い
端
に
は
神
聖
な

感
じ
が
働
い
て
、
低
い
端
に
は
性
欲
が
動
い
て
い
る
と
す
れ
ば
た
し

か
に
其
高
い
極
点
を
捉
ま
へ
た
も
の
で
す
。（
略
）
お
嬢
さ
ん
を
考
え

る
私
の
心
は
、
全
く
肉
の
臭
い
を
帯
び
て
ゐ
ま
せ
ん
で
し
た
。
（
「
こ

こ
ろ
」
一
八
三
頁
）

こ
の
よ
う
に
、
純
粋
に
精
神
的
な
「
信
仰
に
近
い
愛
」
も
描
く
。
全
く

性
的
側
面
を
抜
き
に
し
た
精
神
面
だ
け
の
愛
も
「
先
生
」
は
持
つ
の
で
あ

る
。
『
弟
子
』
で
も
ロ
ベ
ー
ル
は
た
だ
単
純
に
恋
を
し
た
だ
け
だ
と
恋
愛

の
不
可
知
性
、
恋
愛
心
理
の
精
神
的
側
面
が
描
か
れ
る
。

恋
愛
と
は
決
定
論
的
側
面
と
自
由
意
志
的
側
面
を
も
つ
不
可
思
議
な
も

の
な
の
で
あ
る
。
純
粋
に
精
神
的
だ
け
の
愛
も
な
か
ろ
う
し
、
性
的
な
も

の
だ
け
の
愛
も
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

３
、「
先
生
」
の
死

死
の
場
面
で
も
両
面
が
描
か
れ
る
。
な
ぜ
「
先
生
」
は
自
殺
し
た
の
か
。

の
遺
書
は
「
先
生
」
を
直
接
的
に
責
め
る
こ
と
を
し
な
い
。
奥
さ
ん
も

Kお
嬢
さ
ん
も
何
も
知
ら
な
い
。

の
友
人
や
親
戚
と
も
交
流
が
な
く
、
本

K

や
酒
な
ど
も
影
響
し
な
い
。
お
金
も
あ
る
の
で
働
く
必
要
も
な
い
。
環
境

か
ら
決
定
さ
れ
る
も
の
は
何
も
な
い
。
「
先
生
」
は
自
分
の
こ
こ
ろ
の
中

だ
け
を
の
ぞ
き
込
み

の
死
因
を
繰
り
返
し
繰
り
返
し
考
え
る
。

K

最
後
に

が
私
の
や
う
に
た
っ
た
一
人
で
淋
し
く
つ
て
仕
方
が
な
く

K

つ
た
結
果
、
急
に
処
決
し
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
疑
い
出
し
ま
し

た
。
さ
う
し
て
又
慄
と
し
た
の
で
す
。
私
も

の
歩
い
た
路
を

と

K

K

同
じ
や
う
に
辿
つ
て
ゐ
る
の
だ
と
い
ふ
予
覚
が
、
折
々
風
の
や
う
に

私
の
胸
を
横
過
り
始
め
た
の
で
す
。（
「
こ
こ
ろ
」
二
八
〇
頁
）

こ
の
描
写
は
自
己
の
心
理
が
生
み
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
考
え
に
考
え

て
「
淋
し
さ
」
を
見
い
だ
し
、
そ
こ
か
ら
自
分
の
「
死
」
と
い
う
観
念
を

見
い
だ
す
。
な
に
か
外
的
な
も
の
に
影
響
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
。
人
間
の

思
考
が
生
み
出
し
た
も
の
だ
。
そ
し
て
自
殺
へ
の
観
念
は
「
先
生
」
の
こ

こ
ろ
の
中
に
入
り
込
む
。
そ
れ
が
恐
ろ
し
い
影
と
し
て
偶
然
外
か
ら
襲
っ

て
来
る
。
心
理
の
偶
発
性
、
予
測
で
き
な
い
動
き
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
次
第
に
外
か
ら
来
な
い
で
も
、
「
自
分
の
胸
の
底
に
生
ま
れ
た
時

か
ら
潜
ん
で
い
る
」
も
の
の
よ
う
に
な
る
。
人
間
の
こ
こ
ろ
、
精
神
が
生

み
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
先
生
」
の
場
合
、
周
囲
の
環
境
は
「
先
生
」
に
な
に
も
責
め
る
こ
と

を
し
な
い
。
身
近
に
い
た
奥
さ
ん
も
お
嬢
さ
ん
も
友
人
た
ち
も
何
も
知
ら

な
い
。
も
し
知
っ
て
い
れ
ば
、
環
境
が
「
先
生
」
に
影
響
す
る
こ
と
に
な

る
。
た
だ
自
分
の
こ
こ
ろ
の
中
だ
け
で
苦
し
む
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
全
く

精
神
の
働
き
の
み
の
作
用
で
あ
る
。
ブ
ー
ル
ジ
ェ
の
自
由
意
志
論
で
あ
る
。

だ
が
、
お
嬢
さ
ん
の
こ
と
を
思
い
、
実
際
に
は
実
行
で
き
ず
に
い
た
。

し
か
し
人
間
は
ど
ん
な
に
孤
立
化
し
よ
う
が
、
社
会
的
存
在
で
も
あ
っ
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た
。
そ
こ
に
明
治
天
皇
の
崩
御
が
起
こ
る
。

す
る
と
夏
の
暑
い
盛
り
に
明
治
天
皇
が
崩
御
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

時
私
は
明
治
の
精
神
が
天
皇
に
始
ま
つ
て
天
皇
に
終
わ
つ
た
や
う
な

気
が
し
ま
し
た
。
最
も
強
く
明
治
の
影
響
を
受
け
た
私
ど
も
が
、
其

の
後
生
き
残
つ
て
ゐ
る
の
は
必
竟
時
勢
遅
れ
だ
と
い
ふ
感
じ
が
烈
し

く
私
の
胸
を
打
ち
ま
し
た
。（
「
こ
こ
ろ
」
二
八
五
頁
）

私
に
乃
木
さ
ん
の
死
ん
だ
理
由
が
能
く
解
ら
な
い
や
う
に
、
貴
方
に

も
私
の
自
殺
す
る
譯
が
能
く
明
ら
か
に
呑
み
込
め
な
い
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
も
し
左
右
だ
と
す
る
と
、
そ
れ
は
時
勢
の
推
移
か
ら
来
る

人
間
の
相
違
だ
か
ら
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。
或
い
は
個
人
の
持
つ
て

生
ま
れ
た
性
格
の
相
違
と
云
つ
た
方
が
確
か
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

（
「
こ
こ
ろ
」
二
八
七
頁
）

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
「
時
勢
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
「
生
き
残
る

の
は
時
勢
お
く
れ
」
、
「
自
殺
す
る
理
由
が
わ
か
ら
な
い
の
は
時
勢
の
推
移

か
ら
く
る
人
間
の
相
違
」
と
繰
り
返
し
て
い
て
、
「
時
勢
」
が
二
つ
の
文

の
中
で
重
要
な
「
死
」
の
契
機
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
は
、
「
死
」
の
意
味
を
解
き
明
か
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
く
る
。
『
広

辞
苑
』
で
は
「
時
世
」
は
時
代
、
世
の
中
で
あ
る
が
、
「
時
勢
」
は
時
の

勢
い
、
世
の
成
り
行
き
で
あ
り
、
「
時
勢
」
は
動
き
を
持
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
テ
ー
ヌ
『
英
国
文
学
史
』
「
人
種
」
「
環
境
」
「
時
代
」
の
三
要

素
の
「
時
代
」（m

om
ent

）
と
の
関
わ
り
を
見
て
み
よ
う
。
テ
ー
ヌ
は
『
英

国
文
学
史
』「
緒
言
」
の
「
時
代
」
の
箇
所
で
次
の
よ
う
に
記
す
。

特
定
の
支
配
的
概
念
（idea

―
筆
者
注
）
が
そ
こ
に
は
君
臨
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
ひ
と
び
と
は
二
百
年
に
わ
た
り
、
ま
た
は
五
百
年
に
わ

た
り
、
人
間
に
つ
い
て
の
特
定
の
理
想
的
典
型
を
、
心
に
思
い
浮
か

べ
て
き
た
。（
略
）
こ
の
創
造
的
な
普
遍
観
念
は
、
行
為
と
思
想
と
の

全
領
域
に
わ
た
っ
て
表
明
さ
れ
た
。
し
か
も
こ
の
観
念
は
無
意
識
的

に
体
系
を
形
づ
く
っ
て
い
る
そ
の
所
産
を
も
っ
て
世
界
を
満
た
し
た

の
ち
に
、
衰
微
し
、
つ
い
で
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
。
す
る
と
忽
ち
（
略
）

新
し
い
観
念
が
台
頭
し
た
（
テ
ー
ヌ
『
英
国
文
学
史
』
平
岡
昇
訳
、
一
九
四

〇
年
五
月
、
三
三
頁
）

テ
ー
ヌ
は
印
象
と
観
念
し
か
認
め
て
い
な
い
の
で
、
「
支
配
的
概
念
」

と
邦
訳
す
る
の
で
は
な
く
「
支
配
的
観
念
」
と
訳
す
べ
き
で
あ
る
。
原
文

に

“idea”

と
あ
る
。
あ
る
観
念
が
あ
る
時
期
行
為
と
思
想
を
支
配
し
て

い
た
が
消
滅
し
、
次
に
新
し
い
観
念
が
生
じ
る
。
や
は
り
動
き
の
あ
る
観

念
で
あ
る
。
こ
の
「
時
代
」
に
つ
い
て
、
テ
ー
ヌ
研
究
の
先
駆
者
で
あ
る

矢
野
峰
人
は
、
次
の
よ
う
に
分
析
す
る
。

“m
om

ent”

は
ヴ
ァ
ン
・
ロ
ー
ン
の
英
訳
で
は

“epoch”

と
い
う
語

を
当
て
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
あ
る
時
期
に
於
い
て
国
家
の
発
達
が

到
達
し
た
特
定
の
段
階
の
精
神
、
つ
ま
り
時
代
精
神
を
指
す
。
然
し

こ
の
語
の
解
釈
に
関
し
色
々
と
異
論
を
生
ず
る
に
至
っ
た
。
環
境
と

“m
om

ent”

の
区
別
は
如
何
か
（
略
）
。
テ
ー
ヌ
は
誤
っ
て
モ
マ
ン
を

ば
環
境
か
ら
区
別
し
分
離
し
た
よ
う
に
思
え
る
。（
略
）
然
し
、
テ
ー
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ヌ
は

“m
om

ent”

と
い
う
語
の
中
に
一
種
の
推
進
力
と
も
い
う
べ
き

“m
om

entum
”

（
勢
）
を
含
ま
せ
よ
う
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
、

私
は
邦
語
と
し
て
は
「
時
勢
」
と
い
う
訳
語
が
比
較
的
妥
当
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
（
矢
野
峰
人
『
文
学
史
の
研
究
』
松
柏
社
、
一
九
五
八
年
一

一
月
、
四
三
頁)

テ
ー
ヌ
の

m
om

ent
（
時
代
）
は
、
当
時
で
も
議
論
を
よ
ん
だ
と
い
う
。

不
必
要
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
ま
で
あ
っ
た
。
矢
野
は
同
じ
箇
所
で
、

m
om

ent

は
運
動
感
、
変
化
の
意
味
が
あ
る
の
で
、
ア
ル
バ
ー
ト
・
ゲ
ラ

ー
ド
が
ヘ
ー
ゲ
ル
派
と
と
も
に
生
成
（becom

ing

）
、
あ
る
い
は
「
進
化
」

（evolution

）
と
呼
ぼ
う
と
言
っ
た
と
紹
介
し
て
い
る
。
矢
野
は
「
時
勢
」

が
適
切
で
は
な
い
か
と
い
う
。
ま
さ
に
漱
石
が
使
っ
た
言
葉
で
あ
る
。
漱

石
は
こ
の
テ
ー
ヌ
のepoch

を
と
り
い
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
た
し
か
に
英

文
の
『
英
国
文
学
史
』
に
は

“lace,
surroundings,

epoch”

に
漱
石
の

線
引
き
が
あ
る
。
し
か
し
「
特
定
の
支
配
的
観
念
」
が
支
配
し
、
滅
び
、

さ
ら
に
新
し
い
観
念
が
出
現
す
る
と
い
う
表
面
的
な
内
容
で
し
か
な
い
。

そ
の
理
由
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
テ
ー
ヌ
が
ヘ
ー
ゲ
ル
主
義
と
実
証
主
義

の
折
衷
理
論
を
構
想
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
主
張
を
取
り
入
れ

よ
う
と
し
た
が
、
「
観
念
」
し
か
認
め
な
い
と
い
う
立
場
で
は
「
特
定
の

支
配
的
観
念
」
と
い
う
漠
然
と
し
た
取
り
入
れ
方
し
か
で
き
な
い
た
め
環

境
と
の
区
別
が
で
き
な
い
と
い
う
論
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

漱
石
は
テ
ー
ヌ
で
は
な
く
ヘ
ー
ゲ
ル
の
主
張
を
取
り
入
れ
た
。
そ
れ
は

「
文
学
論
」
の
次
の
箇
所
を
み
る
と
わ
か
る
。

Ⅰ
一
刻
の
意
識
に
お
け
る
F

Ⅱ
個
人
的
一
世
の
一
時
期
に
於
け
る
F

Ⅲ
社
会
進
化
の
一
時
期
に
於
け
る

…
（
三
）
一
世
一
代
の

は
通

F

F

の
所
謂
時
代
思
潮
（Z

eitgeist

）
と
称
す
る
も
の
に
て
東
洋
風
の

語
を
以
て
せ
ば
勢
こ
れ
な
り
。（
「
文
学
論
」
三
二
頁
）

漱
石
は
、Z

eitgeist

と
い
う
ド
イ
ツ
語
を
時
代
思
潮
と
し
て
用
い
て
い

る
。
し
か
も
そ
の
邦
訳
と
し
て
「
勢
」
と
い
う
語
を
与
え
て
い
る
。
「
こ

こ
ろ
」
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
こ
の
「
勢
」
で
あ
る
。
そ
れ
で
はZ

eitgeist

と
は
な
に
か
。
藤
尾
健
剛

は
漱
石
旧
蔵
書
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
（J.

M
.
B
ald-

(22)

w
in,

1861-1934

）
の
『
精
神
発
達
の
社
会
的
倫
理
的
解
釈
』(Social

and
E
thical

Interpretation
in
M
ental

D
evelopm

ent )

の
中
で
何
度
か
使
わ
れ
、
そ
の
た
び

(23)

に
漱
石
の
線
引
き
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
漱
石
自
身
、
「
文
学
論
」
第
五

編
「
集
合
的

」
で
、
「
諸
君
若
し

の
発
育
す
る
過
程
」
を
知
ろ
う
と

F

F

す
る
な
ら
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
こ
の
著
作
を
参
考
に
す
る
が
よ
い
（「
文

学
論
」
四
二
四
頁
）
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
は
ア
メ
リ
カ
の
発
達
心
理
学
者
で
あ
り
、
英
文
の
中

で
ド
イ
ツ
語
のZ

eitgeist

を
用
い
る
の
は
や
は
り
ド
イ
ツ
の
思
想
を
引
用

し
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
者
ミ
ュ
ラ
ー
（John

H
.

M
ueller,

1981-1977

）
が
一
九
三
五
年
の
論
文

に
お
い
て
、Z

eitgeist

は
ヘ

(24)

ー
ゲ
ル
の
思
想
で
あ
り
、
一
九
世
紀
後
半
に
わ
た
り
、
ヘ
ー
ゲ
ル
主
義
者

た
ち
が
そ
の
思
想
をZ

eitgeist

と
し
て
広
め
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ

えZ
eitgeist

は
ヘ
ー
ゲ
ル
思
想
と
し
て
西
欧
諸
国
に
広
ま
っ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
のZ

eitgeist

も
そ
の
よ
う
な
流
れ
に
お
い

て
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
や
は
りZ

eitgeist

は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
思
想
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で
あ
る
。

そ
れ
で
は
漱
石
は
ヘ
ー
ゲ
ル
思
想
を
知
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ

は
十
分
に
可
能
で
あ
る
。
漱
石
旧
蔵
書
に
は
英
訳
さ
れ
た
ヘ
ー
ゲ
ル
の
『
精

神
現
象
学
』（H

egel's
phenom

enology
of
m
ind

）
と
と
も
に
二
冊
の
解
説
書
(25)

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
漱
石
の
蔵
書
の
中
で
解
説
書
ま
で
あ
る
の
は
珍
し

く
、
難
解
な
ヘ
ー
ゲ
ル
の
理
論
を
学
ぼ
う
と
す
る
意
図
が
そ
こ
に
現
れ
て

い
る
。
ま
た
赤
木
昭
夫
に
よ
る
と
、
漱
石
は
学
生
時
代
、
狩
野
亨
吉
、
管

虎
雄
、
正
岡
子
規
た
ち
と
哲
学
勉
強
会
を
行
い
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
（E

rnest
F
eno-

llosa,
1853-1908

）
が
持
ち
込
ん
だ
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
勉
強
も
し
た
と
い
う

。
(26)

さ
ら
に
漱
石
の
英
国
留
学
中
の
ノ
ー
ト
で
最
も
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
ク

ロ
ー
ジ
ア
（John

B
.
C
rozier,

1849-1921

）
の
『
文
明
と
進
歩
』(C

ivilization
and

P
rogress

）

に
も
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
理
論
が
「
進
歩
の
理
論
」（theory

of
progress

）

(27)

の
箇
所
に
記
述
さ
れ
、
ド
イ
ツ
の
観
念
論
者
ヘ
ー
ゲ
ル
は
漱
石
に
と
っ
て

進
歩
的
理
論
家
と
し
て
解
さ
れ
て
い
た
。

ヘ
ー
ゲ
ル
に
と
っ
て
世
界
史
は
世
界
精
神
（W

eltgeist

）
の
理
性
的
で
必

然
的
な
行
程
で
あ
る
。『
歴
史
哲
学
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

各
個
人
は
そ
の
国
民
の
子
で
あ
り
、
同
時
に
ま
た
、
国
家
が
発
達
の

過
程
に
あ
る
か
ぎ
り
、
個
人
は
そ
の
時
代
の
子
で
あ
る
。
何
人
と
い

え
ど
も
、
そ
の
時
代
の
背
後
に
留
ま
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
ま
し

て
時
代
を
飛
び
越
え
る
こ
と
な
ど
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
精

神
的
本
質
（
国
民
精
神
ま
た
は
時
代
精
神
―
翻
訳
者
注
）
は
個
人
の
所
有
で

あ
り
個
人
は
そ
の
代
表
で
あ
る
。（
ヘ
ー
ゲ
ル
『
歴
史
哲
学
』
上
、
武
市
健

人
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
二
月
、
一
三
三
頁
）

世
界
史
は
世
界
精
神
の
運
動
で
あ
る
が
、
人
は
そ
の
時
代
、
時
代
の
精

神
に
決
定
さ
れ
て
生
き
る
ほ
か
な
い
。
時
代
を
飛
び
越
え
る
こ
と
も
出
来

な
い
。
ま
さ
に
決
定
論
で
あ
る
。
そ
の
時
代
、
時
代
を
決
定
す
る
の
が
そ

の
時
代
の
精
神
、Z

eitgeist

で
あ
る
。
そ
れ
が
「
こ
こ
ろ
」
に
お
い
て
は

「
明
治
の
精
神
」
と
し
て
表
さ
れ
て
い
る
。
「
明
治
の
精
神
」
は
明
治
と

い
う
時
代
を
規
定
し
、
個
人
を
規
定
す
る
。
何
物
も
そ
の
影
響
か
ら
逃
れ

る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
そ
れ
を
飛
び
越
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
も
、
そ
れ
は
推
移
す
る
も
の
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
場
合
、
次
へ

の
移
行
は
、
た
だ
単
純
な
移
行
で
は
な
く
、
弁
証
法
が
用
い
ら
れ
る
。
弁

証
法
は
進
歩
の
理
論
で
あ
る
。
精
神
、
概
念
は
も
と
も
と
完
全
な
も
の
で

は
な
く
、
肯
定
的
な
も
の
と
否
定
的
な
も
の
を
併
せ
持
つ
矛
盾
を
も
つ
も

の
で
あ
る
。
そ
の
否
定
的
な
「
限
界
」
「
欠
陥
」
が
表
面
化
し
た
と
き
、

そ
れ
が
廃
棄
さ
れ
、
い
っ
そ
う
高
次
の
も
の
へ
と
進
む
（
『
ヘ
ー
ゲ
ル
事
典
』

弘
文
社
、
一
九
九
二
年
二
月
、
四
六
〇
頁
）
。
そ
の
移
行
は
必
然
的
で
あ
り
決
定

的
で
あ
る
。
た
し
か
に
「
明
治
の
精
神
」
は
矛
盾
を
も
っ
て
い
た
。

自
由
と
独
立
と
己
れ
に
充
ち
た
現
代
に
生
ま
れ
た
我
々
は
そ
の
犠
牲

と
し
て
み
ん
な
こ
の
淋
し
み
を
味
わ
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
し
や

う
。（
「
こ
こ
ろ
」
四
一
頁
）

自
由
と
独
立
と
己
を
主
張
す
れ
ば
、
そ
こ
に
「
淋
し
み
」
す
な
わ
ち
「
孤

立
」
に
至
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
自
由
と
独
立
と
己
を
貫
い
た
「
先
生
」
は

モ
ラ
ル
問
題
を
起
こ
し
、
孤
立
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
矛
盾
は
解
消
し
な
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け
れ
ば
な
ら
な
い
。
欠
陥
を
克
服
し
、
よ
り
高
次
に
至
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
モ
ラ
ル
で
問
題
の
あ
る
「
先
生
」
は
否
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
欠
陥
で
あ
っ
た
「
先
生
」
は
時
勢
の
変
化
と
と
も
に
「
死
」
な
な
け

れ
ば
進
歩
は
起
こ
ら
な
い
。
「
明
治
の
精
神
」
が
規
定
さ
れ
た
と
き
、
「
先

生
」
の
「
死
」
は
決
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
部
分
に
関
し
て
は
、

「
明
治
の
精
神
に
殉
死
す
る
」
、「
殉
死
と
い
う
言
葉
に
新
し
い
意
味
」
、「
乃

木
将
軍
の
死
の
評
価
の
意
味
」
と
と
も
に
稿
を
改
め
る
。

こ
こ
で
はm

om
ent

もZ
eitgeist

も
ど
ち
ら
も
そ
の
時
代
を
決
定
し
、

そ
こ
に
生
き
る
人
が
決
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
、
「
時
勢
」
と
い
う
動
き

の
あ
る
も
の
で
、
「
明
治
の
精
神
」
は
「
時
勢
」
と
い
う
運
動
に
お
い
て

み
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
す
る
。

「
先
生
」
の
死
は
、
モ
ラ
ル
に
苦
し
み
、
そ
の
結
果
こ
こ
ろ
の
中
で
の

精
神
の
働
き
に
よ
っ
て
考
え
に
考
え
た
末
に
「
死
」
と
い
う
観
念
を
見
い

だ
し
た
こ
と
、
そ
れ
と
と
も
に
「
明
治
の
精
神
」
、
「
時
勢
」
に
決
定
さ
れ

た
「
死
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

四
、
お
わ
り
に

「
こ
こ
ろ
」
に
関
し
て
は
、
多
く
の
議
論
が
な
さ
れ
た
後
で
も
、
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
残
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
「
決
定
論
と
自

由
意
志
論
」
と
の
両
方
法
で
分
析
す
る
と
、
「
こ
こ
ろ
」
は
、
最
初
か
ら

最
後
ま
で
綿
密
に
計
算
さ
れ
、エ
ピ
ソ
ー
ド
の
一
つ
一
つ
が
意
味
を
な
し
、

無
駄
な
く
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

科
学
の
方
法
か
ら
文
学
を
学
ぶ
と
い
う
テ
ー
ヌ
の
提
言
は
明
治
の
日
本

人
漱
石
に
と
っ
て
、
取
り
入
れ
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
学
ぶ
必
要

の
あ
る
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
留
学
中
に
読
ん
だ
テ
ー
ヌ
の
著
作N

ote

of
E
ngland

以
降
科
学
に
か
ん
す
る
蔵
書
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
が
確
か

な
証
拠
で
あ
る
。
日
本
で
も
学
ん
だ
テ
ー
ヌ
の
方
法
が
当
時
の
自
然
科
学
、

社
会
科
学
、
心
理
学
、
哲
学
と
の
関
わ
り
の
あ
る
理
論
で
あ
っ
た
こ
と
を

知
り
、
そ
し
て
文
学
と
い
う
も
の
が
、
科
学
や
様
々
な
理
論
と
の
関
係
で

創
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
病
気
に
な
る
ほ
ど
学
ん
だ
の
で
あ
る
。

テ
ー
ヌ
の
方
法
も
ま
る
で
役
に
立
た
な
い
も
の
で
は
な
く
、
妥
当
性
の
あ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

客
観
的
観
察
叙
述
は
観
察
力
か
ら
生
ず
る
も
の
で
あ
つ
て
、
観
察
力

は
科
学
の
発
展
に
伴
つ
て
、
間
接
に
其
空
気
に
伝
染
し
た
結
果
と
見

る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
残
念
な
こ
と
に
日
本
人
に
は
芸
術

的
精
神
は
あ
り
あ
ま
る
ほ
ど
あ
つ
た
様
で
す
が
、
科
学
的
精
神
は
之

と
反
比
例
し
て
大
い
に
欠
乏
し
て
居
り
ま
し
た
。
そ
れ
だ
か
ら
、
文

学
に
於
い
て
も
、
非
我
の
事
相
を
無
我
無
心
に
観
察
す
る
能
力
は
全

く
発
達
し
て
居
ら
な
か
つ
た
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。（
「
創
作
家
の
態
度
」

一
七
〇
頁
）

科
学
的
精
神
は
日
本
で
は
劣
っ
て
い
た
が
、
西
欧
で
は
科
学
的
方
法
を

文
学
に
も
適
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ブ
ー
ル
ジ
ェ
自
身
、
小
説
の
創
作

を
す
る
と
き
、
「
性
格
の
解
剖
」
「
心
理
の
解
剖
」
に
テ
ー
ヌ
の
方
法
は
有

効
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
自
然
主
義
者
た

ち
に
と
っ
て
だ
け
で
は
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
に
と
っ
て
も
重
要
な
も
の
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で
あ
っ
た
。

だ
が
そ
れ
ら
は
決
定
論
で
あ
り
、
人
間
の
自
由
意
志
を
描
き
切
れ
な
い

と
批
判
さ
れ
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け
て
、
新
し
い
ブ
ー
ル

ジ
ェ
た
ち
の
「
精
神
の
自
由
」
を
重
視
す
る
文
学
が
生
じ
て
い
た
。
こ
れ

に
も
注
目
し
、
漱
石
は
ブ
ー
ル
ジ
ェ
の
著
作
を
七
冊
所
蔵
し
て
い
た
。
森

田
草
平
は
ブ
ー
ル
ジ
ェ
のT

he
W
eight

of
the

N
am
e

（
家
門
の
重
圧
）

を
(29)

「
先
生
遺
愛
の
書
」
と
し
て
、
漱
石
死
後
の
悲
し
み
の
中
で
手
に
取
っ
て

い
る

。
漱
石
が
ブ
ー
ル
ジ
ェ
理
論
、
小
説
を
重
要
視
し
て
い
た
と
い
う

(30)

こ
と
が
わ
か
る
。
ブ
ー
ル
ジ
ェ
理
論
の
系
統
で
あ
る
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ

ー
ム
ス
の
理
論
、
ベ
ル
グ
ソ
ン
（H

enri
B
ergson,

1859-1943

）
哲
学
も
生
じ

て
い
た
。
漱
石
も
興
味
を
も
ち
、
前
述
し
た
漱
石
所
蔵
の
フ
ラ
ン
ス
文
学

史

M
odern

F
rench

L
iterature

の
最
終
章

“T
he

W
arning

of
N
atural-

ism
”

（
自
然
主
義
へ
の
警
告
）
で
、
ブ
ー
ル
ジ
ェ
、
バ
レ
ス
（M

aurice
B
arrès,

1862-

1923
)

、
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
の
名
前
に
線
引
き
が
あ
る
こ
と
か
ら

も
明
ら
か
で
あ
る
。
彼
ら
同
時
代
の
作
家
た
ち
を
叙
述
し
た

F
rench

N
ovelist

to-day
(

今
日
の
フ
ラ
ン
ス
文
学
者)

と
い
う
文
学
解
説
書
も
所
蔵

(31)

し
て
い
る
。

両
方
法
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
漱
石
の
考
え
は
次
の
表
現
に
現
れ
る
。

純
乎
と
し
て
真
の
み
を
あ
と
づ
け
様
と
す
る
文
学
に
在
つ
て
は
、
人

間
の
自
由
意
志
を
否
定
し
て
居
り
ま
す
。
た
と
へ
ば
こ
ゝ
に
甲
が
あ

つ
て
、
あ
る
憤
り
の
結
果
、
こ
れ
を
殺
す
。
罪
を
恐
れ
て
逃
げ
る
。

後
悔
し
て
自
殺
す
る
。
と
仮
定
す
る
と
、
憤
り
が
原
因
で
人
を
殺
し

て
、
罪
を
恐
れ
る
様
に
な
つ
て
、
そ
れ
が
ま
た
原
因
に
な
つ
て
、
後

悔
し
て
、
後
悔
の
結
果
遂
に
自
殺
し
た
事
に
な
り
ま
す
か
ら
、
か
く

の
如
く
層
そ
う
発
展
し
て
く
る
因
果
の
連
綿
は
皆
自
然
の
法
則
に
よ

っ
て
出
来
た
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
略
）
所
が
情
操
を

本
位
と
す
る
文
学
に
な
る
と
、
好
悪
が
あ
り
、
評
価
が
あ
る
ん
だ
か

ら
、
篇
中
人
物
の
行
為
は
自
由
意
志
で
発
現
さ
れ
た
も
の
と
判
じ
て

か
ゝ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
略
）
両
種
の
文
学
の
特
性
は
以
上
の

如
く
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
方
共
大
切
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
決
し
て

一
方
ば
か
り
あ
れ
ば
、
他
方
は
文
壇
か
ら
駆
逐
し
て
よ
い
杯
と
云
は

れ
る
根
底
の
浅
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
「
創
作
家
の
態
度
」
一
六
五

～
一
六
七
頁
）

前
者
は
因
果
の
関
係
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
に
テ

ー
ヌ
の
方
法
で
あ
る
。
後
半
の
情
操
文
学
は
ブ
ー
ル
ジ
ェ
の
方
法
で
あ
る
。

テ
ー
ヌ
の
方
法
を
批
判
し
つ
つ
も
、
無
く
な
っ
て
い
い
よ
う
な
も
の
で
は

な
く
、
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
両
方
法
が
大
切
で
、
必
要
で
あ
る
こ

と
を
強
調
し
て
い
る
。

漱
石
は
一
つ
の
主
義
に
固
執
せ
ず
、
科
学
、
心
理
学
、
哲
学
な
ど
学
ん

だ
も
の
を
生
か
し
人
間
を
描
こ
う
と
し
た
。
「
こ
こ
ろ
」
は
そ
の
成
果
が

結
実
し
、
複
雑
な
人
間
の
こ
こ
ろ
〝
不
思
議
な
私
〟
を
描
い
た
も
の
で
あ

っ
た
。

※
漱
石
の
作
品
、
「
こ
こ
ろ
」
、
「
創
作
家
の
態
度
」
、
「
文
学
論
」
は
す
べ

て
『
漱
石
全
集
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
六
年
月
）
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。

※
旧
字
は
新
字
に
改
め
、
ル
ビ
は
適
宜
省
略
し
た
。
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【
注
記
】

Paul
B
ourget.

(1889
),
L
e
D
isciple.

L
em

erre.

（
ポ
ー
ル
・
ブ
ー
ル
ジ
ェ
『
弟
子
』

1
内
藤
濯
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
四
一
年
七
月
）
漱
石
旧
蔵
書

ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
の
主
張
は
一
八
九
八
年
、
新
聞
ル
・
タ
ン
（le

Tem
ps

）

2
誌
に
六
月
二
三
日
、
七
月
七
日
、
九
月
八
日
の
三
回
に
わ
た
っ
て
「
道
徳
と
科
学
」(L

a

M
orale

et
L
a
Science )

と
し
て
掲
載
さ
れ
た
。
一
方
ブ
ル
ン
テ
ィ
エ
ー
ル
は
同
年
の

『
両
世
界
論
』

L
a
R
evue

des
D
eux

M
ond

誌
に
「
弟
子
」(Le

D
isciple )

を
発
表

し
反
論
し
た
。

島
田
厚
「
漱
石
の
思
想
」
『
夏
目
漱
石
』
日
本
文
学
研
究
資
料
刊
行
会
、
有
精
堂
出

3
版
、
一
九
七
年
三
月
、
一
一
五
頁

加
茂
章
『
夏
目
漱
石

―
創
造
の
夜
明
け

―
』
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
五

4
年
一
二
月
、
五
～
七
頁

B
.
W
.
W
ells.

(1910 ),
M
odern

F
rench

L
iterature.

L
ondon:

S
ir
I.
P
itm

an
&

5Sons,
pp.

396-463.

漱
石
旧
蔵
書

①H
.
A
.
T
aine.

（
発
行
年
月
不
明
）H

istory
of
E
nglish

L
iterature.

N
ew

Y
ork:

6L
ovell.

表
紙
が
取
れ
て
い
る
た
め
発
行
年
月
不
明

②

H
.
A
.
T
aine. (1906 ),

H
ist-

ory
of
E
nglish

Literature.
trans.

by
H
.
van

L
aun.

L
ondon:

C
hatto

&
W
indus.

（
イ
ッ
ポ
リ
ト
・
テ
ー
ヌ
『
英
国
文
学
史
』
平
岡
昇
訳
、
創
元
社
、
一
九
四
三
年
一

月
、
全
三
巻
）
漱
石
旧
蔵
書

塚
本
利
明
『
漱
石
と
英
国

―
留
学
体
験
と
創
作
の
間

―
』
彩
流
社
、
一
九
八
七

7
年
九
月
、
二
七
頁
。
立
花
政
樹
が
「D

ixon

先
生
」（
「
英
語
青
年
」
一
九
三
三
年
二
月

号
）
の
中
で
証
言
し
て
い
る
。

テ
ー
ヌ
『
英
国
文
学
史

―
古
典
主
義
時
代
』
手
塚
リ
リ
コ
・
手
塚
喬
介
訳
、
白
水

8
社
、
一
九
九
八
年
一
〇
月

平
岡
昇
『
プ
ロ
ポ
Ⅰ
』
白
水
社
、
一
九
八
二
年
一
〇
月
、
四
一
二
頁

9

テ
ー
ヌ
「
精
神
的
事
象
に
お
け
る
依
存
関
係
と
諸
条
件
に
つ
い
て
」
『
文
学
史
の
方

10
法
』
瀬
沼
茂
樹
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
三
年
一
〇
月

精
神
的
事
象
は
「
依
存
関

係
」
と
「
諸
条
件
」
と
い
う
関
係
を
も
つ
が
、
そ
れ
は
、
事
物
、
す
な
わ
ち
有
機
体

が
そ
の
よ
う
な
関
係
を
も
つ
の
と
同
じ
よ
う
に
で
あ
る
。
「
有
機
体
」
と
い
う
事
物
の

方
法
を
精
神
的
事
象
は
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
時
「
有
機
体
」
の
発
見
で
そ

れ
を
と
ら
え
る
方
法
が
問
題
と
さ
れ
た
。
そ
れ
は
ド
イ
ツ
哲
学
の
課
題
で
も
あ
っ
た
。

H
.A

.T
aine.

(1873 ),
N
ote

on
E
ngland.

trans.
by

W
.
F
.
R
ae.

L
ondon:

S
traha.

11

リ
チ
ャ
ー
ド
・
オ
ー
エ
ン
は
生
物
学
者
・
比
較
解
剖
学
・
古
生
物
学
者
。
恐
竜
と
い

12
う
言
葉
を
初
め
て
使
用
し
た
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
に
賛
成
す
る
面
も
あ
っ
た
が
、

批
判
も
し
た
。
キ
ュ
ヴ
ィ
エ
は
フ
ラ
ン
ス
の
比
較
解
剖
学
、
古
生
物
学
者
。
諸
性
格

の
関
係
性
を
明
ら
か
に
し
た
。
ジ
ョ
フ
ロ
ア
・
サ
ン
・
テ
ィ
レ
エ
ル
は
フ
ラ
ン
ス
の

博
物
学
者
。
器
官
お
よ
び
組
織
の
相
同
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
、
動
物
界
に
は
共
通

し
た
「
構
造
の
単
一
の
プ
ラ
ン
」
が
あ
る
と
説
い
た
。
次
の
文
は
一
例
で
あ
る
。

博
物
学
者
は
一
動
物
の
さ
ま
ざ
ま
な
器
官
が
お
互
い
に
依
存
関
係
に
あ
る
こ
と
、

た
と
え
ば
歯
牙
、
胃
腸
、
四
肢
、
そ
の
ほ
か
の
い
ろ
い
ろ
な
器
官
が
、
こ
の
う
ち

の
一
つ
が
変
化
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
に
つ
れ
て
ほ
か
の
も
の
も
必
然
的
に
変
化
を

起
こ
す
と
い
う
ふ
う
に
、
緊
密
な
関
連
を
も
っ
て
、
と
も
に
変
化
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
注
意
し
た
。（
こ
の
部
分
に
注
が
あ
る
。
キ
ュ
ヴ
ィ
エ
の
法
則
た
る
諸
性

格
の
関
連
性
）
同
じ
よ
う
に
歴
史
学
者
は
一
個
人
、
一
人
種
、
一
時
代
の
さ
ま
ざ

ま
な
能
力
や
性
向
が
お
互
い
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
所
与
の
能
力

や
性
向
の
一
つ
が
、
一
人
の
隣
人
に
お
い
て
、
ま
た
は
接
近
し
た
一
団
体
に
お
い

て
、
先
行
す
る
時
期
ま
た
は
後
続
す
る
時
期
に
お
い
て
、
変
化
す
る
と
き
に
は
、

そ
の
全
体
系
に
お
い
て
、
こ
れ
に
比
例
し
た
変
化
を
決
定
す
る
と
い
う
よ
う
な
関
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係
に
あ
る
こ
と
を
注
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
前
掲

八
二
頁
）

10

前
掲

『
文
学
的
記
録
』
（
一
八
八
一
）
の
「
現
代
の
批
評
」
の
中
で
ゾ
ラ
は
次
の

13

9

よ
う
に
述
べ
る
。

こ
れ
ま
で
自
然
主
義
小
説
に
用
い
ら
れ
た
手
法
を
精
神
の
事
象
に
ま
で
広
げ
た
た

め
、
若
い
作
家
た
ち
を
惹
き
つ
け
た
。
ま
さ
に
自
然
主
義
小
説
と
肩
を
並
べ
て
歩

む
自
然
主
義
批
評
で
あ
っ
た
。（
四
一
二
頁
）

河
内
清
『
ゾ
ラ
と
日
本
自
然
主
義
文
学
』
梓
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
九
月
、
一
〇
～

14
一
六
頁

Paul
B
ourget. (1924 ),

“M
.T
aine

m
ilieu”.

E
ssais

de
psychologie

contem
poraine.

15P
aris:

P
lon,

pp.
228-229.

ポ
ー
ル
・
ブ
ー
ル
ジ
ェ
『
現
代
心
理
論
集
』
（
平
岡
昇
・
伊
藤
直
訳
、
法
政
大
学
出

16
版
会
、
一
九
八
九
年
一
二
月
）
の
平
岡
昇
に
よ
る
解
説
（
三
一
二
頁
）。

ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
ヴ
ェ
ル
ト
ハ
イ
マ
ー
『
心
理
学
史
』
船
津
孝
行
訳
、
誠
信
書
房
、
一

17
九
七
一
年
一
二
月
、
六
六
頁
。
父
ミ
ル
が
基
本
的
な
考
え
方
を
提
出
し
、
子
ミ
ル
は

「
心
的
化
学
」
の
理
論
と
名
付
け
た
。

前
掲

、
六
五
頁

18

17

ポ
ー
ル
・
ブ
ー
ル
ジ
ェ
『
現
代
心
理
論
集
』
平
岡
昇
・
伊
藤
直
訳
、
法
政
大
学
出
版

19
会
、
一
九
八
九
年
一
二
月
、
一
九
五
頁

前
掲

、
五
七
頁

20

17

イ
ッ
ポ
リ
ッ
ト
・
テ
ー
ヌ
「
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
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